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1
論

文
1

八

は
　
　
じ
　
め
　
に

　
昭
和
五
六
年
版
『
経
済
白
書
』

る
。

は
　、

昭
和
五
五
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
の
日
本
経
済
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
概
括
し
て
い

　
「
五
五
年
度
は
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
『
第
二
次
石
油
危
機
を
乗
り
越
え
た
年
』
で
あ
っ
た
。
大
幅
に
悪
化
し
た
経
常
収
支
は
改
善
し
、
高
騰
し
た

物
価
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
『
景
気
の
か
げ
り
』
と
呼
ば
れ
た
経
済
活
動
の
停
滞
も
終
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
な
お
景
気
回
復
感
は
弱
い
と
は
い

え
、
い
ま
や
経
済
の
実
勢
は
緩
や
か
に
上
昇
過
程
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
。

　
…
・
わ
が
国
経
済
は
比
較
的
良
好
な
推
移
（
パ
ー
フ
ォ
マ
ン
ス
）
を
示
し
た
。
石
油
価
格
上
昇
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
三
重
苦
（
ト
リ
レ
ン
マ
）
、
す
な

わ
ち
国
際
収
支
、
物
価
、
景
気
等
の
悪
化
は
、
先
進
主
要
国
と
比
較
し
て
も
、
ま
た
第
一
次
石
油
危
機
と
比
較
し
て
も
、
総
じ
て
い
え
ば
よ
り
軽
微
で

あ
っ
た
。
…
…
あ
る
海
外
有
力
紙
は
、
日
本
経
済
の
状
況
を
『
羨
ま
し
い
“
不
況
”
』
と
評
し
た
。
こ
れ
は
海
外
の
識
者
の
眼
か
ら
み
れ
ば
、
と
て
も

不
況
と
は
思
え
な
い
と
い
う
意
味
に
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
（
一
ぺ
ー
ジ
）
。

　
わ
た
く
し
は
、
五
六
年
の
夏
休
み
の
終
り
に
近
い
こ
ろ
、
『
経
済
白
書
』
の
こ
の
文
章
を
読
ん
だ
と
き
、
現
実
の
経
済
と
そ
の
評
価
の

相
違
の
大
き
さ
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。
自
動
車
、
電
気
機
械
、
先
端
産
業
と
呼
ば
れ
る
一
部
の
特
定
企
業
や
業
種
を
除
け
ば
、
鉄
鋼
、
化

学
、
非
鉄
金
属
、
紙
・
パ
ル
プ
、
合
板
等
の
素
材
生
産
部
門
は
も
ち
ろ
ん
、
食
料
品
、
繊
維
、
衣
服
、
木
材
・
木
工
・
家
具
、
窯
業
・
土
石
、

機
械
金
属
、
雑
貨
等
の
圧
倒
的
多
く
の
製
造
業
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
建
設
業
、
そ
し
て
卸
売
業
、
小
売
業
、
料
理
飲
食
店
、
旅
館
等
す
べ

て
の
産
業
分
野
に
わ
た
っ
て
、
各
企
業
は
、
設
備
投
資
の
抑
制
、
個
人
消
費
の
落
ち
込
み
、
住
宅
建
設
の
減
少
、
在
庫
調
整
が
原
因
と
な

り
、
ま
た
結
果
と
な
っ
て
、
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
℃
と
り
わ
け
、
中
小
零
細
企
業
に
と
っ
て
は
、
五
四
年
秋
か
ら
五
五



年
七
月
に
か
け
て
は
「
原
料
高
製
品
安
」
に
よ
る
企
業
経
営
の
悪
化
が
目
立
ち
、
　
『
経
済
白
書
』
で
「
い
ま
や
経
済
の
実
勢
は
緩
や
か
に

上
昇
過
程
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
」
と
評
価
し
、
　
「
と
て
も
不
況
と
は
思
え
な
い
」
と
理
解
し
た
昭
和
五
五
年
八
月
か
ら
五
六
年
の
前
半
に

か
け
て
は
、
受
注
減
、
売
上
不
振
が
顕
著
と
な
り
、
増
加
し
た
諸
経
費
の
支
払
が
困
難
と
な
り
、
企
業
経
営
の
大
幅
赤
字
、
金
融
難
が
目

立
ち
、
多
く
の
企
業
倒
産
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
企
業
倒
産
の
波
及
を
い
か
に
く
い
と
め
る
か
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
　
「
景
気
は
回
復
に
向
う
」
と
い
う
認
識
は
お
ろ
か
、
こ
の
景
気
の
悪
化
が
ど
こ
ま
で
深
ま
っ
て
ゆ
く
の
か
、

見
通
し
が
も
て
な
い
状
況
下
に
あ
っ
た
。
耐
え
て
ゆ
く
だ
け
が
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。

　
業
況
判
断
は
よ
い
と
し
た
の
は
、
わ
が
国
の
有
力
な
数
少
な
い
大
企
業
と
、
石
油
危
機
に
よ
っ
て
石
炭
船
や
石
油
備
蓄
用
の
船
舶
需
要

の
発
生
に
よ
り
不
況
の
ど
ん
底
か
ら
や
っ
と
抜
け
出
す
こ
と
の
で
き
た
造
船
業
に
か
ぎ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
景
気
の
か
げ
り
」
口
「
景

気
の
悪
化
」
に
つ
い
て
い
え
ば
圧
倒
的
多
く
の
企
業
に
お
い
て
は
、
第
二
次
石
油
危
機
の
方
が
深
さ
と
拡
が
り
に
お
い
て
、
第
一
次
の
そ

れ
よ
り
も
は
る
か
に
シ
ビ
ア
で
あ
る
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
第
一
次
石
油
危
機
を
乗
り
こ
え
て
き
た
中
堅
の
有
力
企
業

の
相
つ
ぐ
倒
産
の
発
生
は
、
同
業
者
に
は
か
り
し
れ
な
い
脅
威
を
与
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
物
価
の
安
定
と
い
う
こ
と
が
や
が
て
景
気
の
上
昇
や
国
際
収
支
の
改
善
を
も
た
ら
す
と
い
う
理
論
は
、
景
気
は
底
を
つ
い
て
ま
も
な
く

回
復
に
向
う
と
い
う
主
張
と
な
っ
て
く
り
か
え
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
経
済
成
長
率
の
過
大
な
推
定
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
だ
が
、

ま
た
昭
和
五
七
年
版
お
よ
び
五
八
年
版
の
『
経
済
白
書
』
の
考
え
方
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
日
本
経
済
に
関
す
る
認

識
は
、
経
済
の
現
実
か
ら
著
し
く
か
け
は
な
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
の
経
済
か
ら
抽
象
さ
れ
る
べ
き
理
論
が
逆
に
理
論
の
中
に
現

実
が
お
し
こ
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
印
象
さ
え
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
一
般
的

な
状
況
把
握
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
過
程
や
経
緯
を
へ
て
形
成
さ
れ
た
か
、
そ
し
て
現
実
と
は
か
け
は
な
れ
た
主
張
が
く
り
か
え
さ
れ

　
　
－
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
－
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一
〇

る
背
景
は
何
か
に
つ
い
て
少
し
研
究
し
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
比
較
的
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
場
産
業
を
え
ら
び
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
と
そ
の
進
行
過
程

に
つ
い
て
ふ
れ
つ
つ
不
況
の
基
本
的
性
格
は
何
か
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
と
お
も
う
。

第
二
次
石
油
危
機
後
の
景
況

　
　
1
　
全
国
地
場
産
業
の
景
況

　
昭
和
五
五
年
以
後
の
企
業
統
計
や
産
地
の
調
査
報
告
書
に
目
を
通
す
と
、
特
定
の
大
企
業
を
除
け
ば
、
製
造
業
や
建
設
業
に
お
い
て
も
、

ま
た
商
業
や
観
光
業
に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
の
経
営
状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、
景
気
回
復
へ
の
兆
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

　
昭
和
四
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
着
実
に
発
展
し
て
き
た
地
場
産
業
も
、
第
二
次
石
油
危
機
の
き
び
し
い
試
練
を
受
け
た
。
産
地
を
形
成

し
て
い
る
全
国
の
主
要
な
地
場
産
業
－
食
料
品
、
繊
維
、
衣
服
、
木
工
・
家
具
、
窯
業
・
土
石
、
機
械
金
属
、
雑
貨
等
　
1
は
、
企

業
経
営
の
悪
化
が
急
激
で
、
か
つ
長
期
化
し
た
の
で
、
そ
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
縮
小
再
生
産
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
五
四
年
度
か

ら
五
六
年
度
に
か
け
て
年
間
出
荷
額
は
微
増
し
て
い
る
と
は
い
え
、
産
地
の
企
業
者
数
も
、
従
業
者
数
も
顕
著
な
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
全
国
の
主
要
な
地
場
産
業
産
地
四
一
七
の
合
計
で
み
れ
ば
、
五
五
年
五
月
の
企
業
数
は
、
二
五
、
〇
五
六
社
で
あ
っ
た
が
、
五
七
年

五
月
一
〇
八
、
七
三
九
社
と
な
り
、
二
年
間
に
六
、
一
三
七
社
（
五
・
五
％
）
減
少
し
て
い
る
。
全
産
地
の
う
ち
、
企
業
数
の
増
加
し
て

い
る
産
地
は
、
二
一
・
六
％
に
す
ぎ
ず
、
全
体
の
六
四
・
○
％
は
減
少
し
て
い
る
。

　
同
様
に
従
業
者
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
、
〇
七
二
、
六
六
九
人
か
ら
一
、
〇
三
〇
、
六
一
一
人
と
な
り
、
二
年
間
に
四
二
、
〇
五
八

人
（
三
・
九
％
）
減
っ
て
い
る
。
従
業
者
の
増
え
た
産
地
は
全
体
の
四
分
の
一
（
二
四
・
二
％
）
で
あ
っ
て
、
減
少
し
た
産
地
は
三
分
の



二
（
六
六
・
七
％
）
を
占
め
て
い
る
。

　
全
国
の
主
要
な
地
場
産
業
の
産
地
に
お
い
て
は
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
下
で
一
般
的
に
、
企
業
数
も
従
業
者
数
も
減
少
さ
せ
て

き
た
。
一
般
的
に
と
い
う
の
は
、
新
た
な
産
地
へ
の
脱
皮
を
図
っ
て
い
る
特
殊
な
産
地
の
み
が
成
長
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

食
料
品
で
は
、
食
品
加
工
、
特
産
菓
子
（
米
菓
子
）
、
蒸
留
酒
、
混
成
酒
、
r
果
実
酒
造
、
冷
凍
豆
腐
の
産
地
は
、
企
業
数
、
従
業
者
数
を

増
や
し
た
が
、
水
産
加
工
品
、
み
そ
、
し
よ
う
油
、
羊
か
ん
、
佃
煮
、
そ
う
め
ん
、
寒
天
、
酒
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
工
業
等
伝
統
的
地
場
産

業
は
い
ず
れ
も
産
地
規
模
が
縮
小
し
た
。

　
ま
た
繊
維
で
は
、
絹
織
物
、
毛
織
物
、
綿
・
ス
フ
、
ね
ん
糸
、
紡
毛
紡
績
、
ロ
ー
プ
網
、
染
色
産
地
等
は
地
盤
沈
下
し
、
特
殊
メ
リ
ヤ

ス
（
横
編
み
、
特
殊
く
つ
下
）
、
有
名
産
地
の
絹
織
物
、
交
通
条
件
が
悪
く
発
展
し
え
な
か
っ
た
地
方
の
絹
織
物
産
地
、
消
費
需
要
に
対

応
し
て
い
る
敷
物
や
毛
布
、
組
ひ
も
、
タ
オ
ル
、
合
繊
織
物
、
さ
ら
に
染
色
整
理
の
産
地
が
地
域
的
に
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
衣
服
で
は
、
子
供
服
、
婦
人
服
、
紳
士
服
の
産
地
の
中
で
大
都
市
に
立
地
す
る
産
地
の
み
が
成
長
し
、
地
方
の
産
地
は
衰
退
し
て
い
る
。

地
方
の
縫
製
、
衣
服
産
地
は
、
消
費
需
要
の
変
化
に
照
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
主
に
最
終
加
工
ま
で
生
産
で
き
ず
、
加
工
賃

収
入
型
の
産
地
が
多
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
消
費
需
要
の
旺
盛
な
と
き
に
は
、
下
請
企
業
と
し
て
注
文
が
殺
到
す
る
が
、
不
況
に
な
る
と
景

気
調
整
の
対
象
と
な
り
、
極
度
に
注
文
が
少
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
地
方
の
衣
服
産
地
は
、
不
況
の
波
を
直
接
に
か
ぶ
っ
て
い
る
。

　
木
工
・
家
具
業
に
お
い
て
は
、
住
宅
建
設
の
減
少
、
代
替
品
（
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
、
新
建
材
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
等
）
の
進
出
に
よ
り
、
構

造
不
況
型
産
業
と
な
り
、
合
板
、
建
具
は
景
気
回
復
の
見
通
し
は
全
く
立
た
ず
、
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
製

材
や
家
具
産
地
も
需
要
減
少
に
よ
っ
て
、
企
業
合
理
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
た
だ
、
地
方
の
産
地
の
中
に
は
豊
富
か
つ
安
価
な
原
木
を
活

用
し
て
独
自
の
市
場
を
拓
き
、
成
長
し
て
い
る
産
地
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。

　
　
一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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窯
業
・
土
石
業
に
お
い
て
は
、
日
用
食
器
産
地
は
消
費
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
多
く
の
企
業
倒
産
が
発
生
し
、
そ
の
波
及
に
よ
り
規
模

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
し
、
石
材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、
タ
イ
ル
、
陶
管
、
瓦
、
耐
火
物
等
の
産
地
は
土
木
、
建
設
業
の
不
振

の
影
響
を
受
け
、
縮
小
再
生
産
の
傾
向
を
示
し
た
。

　
機
械
金
属
に
お
い
て
も
、
鋳
物
は
全
体
に
不
況
で
あ
り
、
、
銅
、
鋼
、
刃
物
、
鋏
等
も
同
じ
傾
向
に
あ
る
。
造
船
団
地
機
械
金
属
に
あ
っ

て
は
、
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
え
い
で
い
た
造
船
業
界
が
、
石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
石
炭
の
消
費
拡
大
に
さ
さ
え
ら
れ
、
石
炭

船
の
発
注
増
に
よ
っ
て
生
産
の
再
開
を
行
な
っ
た
結
果
と
し
て
、
企
業
数
・
従
業
者
数
が
五
五
～
七
年
の
間
に
増
加
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
た
だ
成
長
し
て
い
る
機
械
工
業
の
産
地
は
、
自
動
車
用
部
品
や
ミ
シ
ン
部
品
の
生
産
と
結
び
つ
い
た
産
地
に
限
定
さ
れ
る
。

　
雑
貨
品
で
は
、
ス
キ
ー
用
具
、
皮
製
は
き
も
の
、
な
め
し
皮
、
金
属
洋
食
器
、
貴
金
属
製
品
、
鏡
、
サ
ン
ゴ
加
工
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
モ

デ
ル
、
眼
鏡
、
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ア
、
有
名
漆
器
等
の
産
地
の
み
が
安
定
し
た
消
費
需
要
に
さ
さ
え
ら
れ
て
生
産
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
が
、
わ

が
国
の
伝
統
的
な
商
品
を
生
産
し
て
い
る
産
地
一
玩
具
、
は
き
も
の
、
人
形
、
喫
煙
具
、
傘
、
鉛
筆
、
法
邸
、
鞄
、
靴
、
和
紙
、
竹
細

工
、
そ
ろ
ば
ん
、
す
だ
れ
、
う
ち
わ
、
ち
ょ
う
ち
ん
、
つ
げ
加
工
、
筆
、
マ
ッ
チ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ベ
ッ
甲
加
工
、
釦
、
弦
楽
器
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
は
き
も
の
等
一
は
、
企
業
者
数
も
、
従
業
者
数
も
減
少
さ
せ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
特
殊
な
生
産
品
目
の
産
地
を
除
け
ば
、
わ
が
国
の
地
場
産
業
は
、
産
地
規
模
を
縮
小
し
て
き
た
。
た
だ
年
間
出
荷
額

だ
け
が
五
一
～
六
年
の
五
年
間
に
一
二
兆
一
四
七
億
円
か
ら
一
三
兆
六
、
七
六
七
億
円
に
一
三
・
六
％
（
年
平
均
成
長
率
二
．
六
％
）
増

加
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
年
間
出
荷
額
の
長
期
的
な
低
迷
の
中
で
、
各
企
業
は
諸
経
費
の
増
加
を
設
備
投
資
の
抑
制
を
別
に
す
れ
ば
、
従
業

者
数
の
削
減
と
下
請
企
業
の
縮
小
に
よ
っ
て
対
応
し
て
き
た
。

　
地
場
産
業
は
、
あ
る
意
味
で
は
古
い
過
去
の
時
代
に
発
生
し
、
成
長
発
展
し
、
産
地
を
形
成
し
て
き
た
か
ら
、
そ
の
衰
退
・
低
迷
は
歴

　
　
！
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



表1一㊨主要地場産業の産地形成の時期
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（出所）中小企業庁．『産地の実態』一昭和57年度産地概況調査結果より作成



史
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
人
々
の
衣
、
食
、
住
生
活
が
急
速
に
変
化
し
た
の
だ
か
ら
地
場
産
業
の
低
迷

は
経
済
現
象
の
原
因
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
面
も
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
経
済
成
長
期
に
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
た

産
地
は
、
企
業
経
営
の
合
理
化
の
面
で
第
二
次
石
油
危
機
の
試
練
を
強
く
受
け
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
伝
統
の
あ
る
地
場
産
地
は
、

き
わ
め
て
呑
気
な
、
ど
ん
ぶ
り
勘
定
の
経
営
が
支
配
し
て
い
た
の
に
、
経
済
成
長
の
末
期
に
借
入
金
に
よ
っ
て
機
械
設
備
を
導
入
し
、
従

業
者
数
を
増
や
し
、
下
請
企
業
に
依
存
し
て
生
産
能
力
を
高
め
て
き
た
産
地
に
お
い
て
は
、
受
注
の
減
少
、
売
上
不
振
に
よ
っ
て
、
企
業

活
動
の
全
体
に
わ
た
っ
て
あ
く
ま
で
も
き
び
し
い
規
律
と
企
業
家
精
神
を
要
求
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
石
油
危
機
に
よ
っ
て
四
〇
年
代
の
飛
躍
的
な
成
長
の
中
に
累
積
さ
れ
て
い
た
生
産
過
剰
が
表
面
化
し
、
さ
ら

に
第
二
次
石
油
危
機
に
と
も
な
う
消
費
需
要
の
著
し
い
減
少
に
よ
り
、
わ
が
国
の
地
場
産
業
は
企
業
数
や
従
業
者
の
減
小
が
目
立
っ
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
自
ら
仕
事
を
や
め
た
人
も
あ
れ
ば
、
企
業
倒
産
に
よ
り
や
む
な
く
解
雇
さ
れ
た
人
も
あ
っ
た
。
産
地
の
多
く
は
、
業
種

は
何
で
あ
ろ
う
と
も
、
縮
小
再
生
産
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
年
間
出
荷
額
の
み
が
わ
ず
か
に
増
大
し
て
い
る
も
の
の
、
企
業
合
理
化
は
す
す
み
、
景
気
は
回
復
に
向
う
な
ど
と
い
う
景
況
判
断
を
全

く
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
は
第
一
次
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
き
び
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
が
、
本
論
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
わ
が
国
の
中
小
企
業
、
さ
ら
に
大
都
市
の
中
小
企
業
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
少

し
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
が
地
場
産
業
に
固
有
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
景
況
に
関
し

て
い
え
ば
地
場
産
業
産
地
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
2
　
中
小
企
業
の
景
況

　
昭
和
五
六
年
版
『
経
済
自
書
』
は
も
ち
ろ
ん
、
五
七
年
版
、
五
八
年
版
に
お
い
て
も
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
景
気
調
整
は
軽
微
で
あ

　
1
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
1
論
　
　
　
文
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
た
が
、
五
五
年
四
月
以
後
企
業
経
営
は
悪
化
し
、
経
済
不
況
の
波
は
、
生
産
、
販
売
を
お
そ
い
、
企
業
規
模

の
縮
小
、
企
業
倒
産
が
発
生
し
て
い
る
。
五
六
年
四
～
六
月
を
底
と
し
て
や
や
回
復
へ
の
兆
が
み
ら
れ
た
が
、
ま
も
な
く
立
ち
消
え
と
な

り
、
経
済
活
動
の
低
迷
が
長
期
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。
第
一
次
石
油
危
機
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
深
刻
さ
を
呈
し
た
。

　
第
一
次
石
油
危
機
に
と
も
な
う
不
況
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
と
も
な
っ
た
の
で
、
仮
需
要
・
仮
消
費
を
誘
発
し
つ
つ
、
生
産
者
と

販
売
業
者
と
の
背
離
を
と
も
な
い
な
が
ら
過
剰
生
産
に
突
入
し
た
。
石
油
価
格
の
高
騰
・
石
油
の
入
手
難
を
直
接
の
原
因
と
し
て
、
大
量

の
買
占
め
に
よ
る
仮
需
要
が
生
産
能
力
を
極
度
に
高
め
、
過
剰
生
産
の
条
件
を
準
備
し
た
。
上
昇
を
続
け
て
い
た
物
価
水
準
が
一
定
の
限

界
に
達
す
る
と
、
商
品
を
仕
入
れ
な
い
で
一
方
的
に
販
売
す
る
商
人
が
台
頭
し
て
生
産
過
剰
を
表
面
化
さ
せ
た
。
石
油
危
機
↓
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
↓
過
剰
生
産
↓
企
業
倒
産
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
何
人
に
と
っ
て
も
明
臼
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
第
二
次
石
油
危
機
は
、
石
油
価
格
が
一
バ
ー
レ
ル
当
り
一
二
・
七
ド
ル
か
ら
三
三
ド
ル
へ
急
騰
し
た
が
、
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
誘
発
も
み
ら
れ
ず
、
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
、
消
費
需
要
の
減
少
と
な
っ
て
不
況
が
訪
れ
た
。
過
剰
生
産
下
に
お
け
る
産
油
国
へ
の

国
富
の
移
転
が
国
内
消
費
の
縮
小
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
五
四
年
末
か
ら
五
五
年
七
月
ま
で
は
、
原
料
高
製
品
安
が
支
配
し
た
。
原

油
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
原
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
諸
経
費
の
上
昇
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
そ
れ
を
商
品
価
格
に
転
嫁
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
理
由
は
第
一
次
石
油
危
機
後
の
長
期
的
な
経
済
の
停
滞
の
中
で
表
面
化
し
た
生
産
過
剰
と
そ
れ
に
基
礎
を
お
く
競
争
の
た
め
で
あ
る
。

石
油
価
格
の
上
昇
な
、
右
の
事
情
に
よ
り
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
転
稼
で
き
な
か
っ
た
が
、
企
業
利
潤
の
急
激
な
悪
化
を
も
た
ら
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
年
八
月
以
後
、
消
費
需
要
の
極
端
な
落
ち
込
み
が
加
わ
っ
て
、
販
売
不
振
、
金
融
難
が
発
生
し
た
。
そ
の
動
き
は
消
費

地
か
ら
産
地
へ
と
波
及
し
た
。
つ
ま
り
、
消
費
需
要
の
顕
著
な
減
少
↓
消
費
地
の
卸
売
業
・
小
売
業
の
販
売
不
振
．
経
営
の
悪
化
↓
産
地

商
人
の
売
上
高
の
著
し
い
減
少
・
取
引
の
小
口
化
↓
製
造
業
者
の
販
売
不
振
、
生
産
過
剰
↓
設
備
投
資
の
抑
制
、
人
員
整
理
、
在
庫
の
削



図1一ω　中小企業の売上高判断指数の動向
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減
、
産
地
規
模
縮
小
と
い
う
経
過
を

た
ど
り
、
　
「
全
く
良
好
で
な
い
推
移

（。

n
ー
フ
ォ
マ
ン
ス
）
」
を
示
し
た
。

　
昭
和
五
五
年
四
月
以
後
急
速
に
需

要
が
減
少
し
、
売
上
高
の
不
振
の
状

況
に
関
し
て
は
、
中
小
企
業
金
融
公

庫
の
実
施
し
た
「
中
小
企
業
動
向
調

査
」
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。
売

上
高
判
断
指
数
を
み
る
と
、
そ
の
指

数
の
動
向
は
、
五
五
年
一
～
三
月
を

頂
上
と
し
て
四
月
以
後
鋭
い
岩
壁
の

よ
う
な
落
ち
こ
み
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
動
向
は
．
製
造
業
の
み
な
ら
ず
非

製
造
業
に
も
共
通
に
み
ら
れ
る
。
ま

た
中
小
商
業
売
上
高
判
断
指
数
の
推

移
に
つ
い
て
も
、
小
売
業
及
び
卸
売

業
と
も
に
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い

　
　
　
　
　
　
一
九
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　（出所）　前掲書41ページ。

二
〇

る
。　

さ
ら
に
ま
た
中
小
企
業
庁
・
中
小
企
業
事
業

団
が
約
一
万
四
、
O
O
O
企
業
を
対
象
に
四
半

期
．
こ
と
に
実
施
し
て
い
る
『
中
小
企
業
景
況

調
査
報
告
書
』
　
（
第
一
回
～
第
四
回
）
に
よ
れ

ば
、
好
転
企
業
の
割
合
か
ら
悪
化
企
業
の
割
合

を
差
引
い
た
指
数
（
D
I
）
を
み
る
と
、
前
期

比
、
前
年
同
期
比
、
来
期
見
通
し
の
い
ず
れ
の

景
況
に
関
し
て
も
、
マ
イ
ナ
ス
二
五
～
四
三
％

を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
五
五
年
七
月
か
ら
翌

年
六
月
ま
で
全
く
好
転
へ
の
兆
し
を
み
せ
て
い

な
い
。
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
建
設
業
、
商
業
（
卸
売

業
、
小
売
業
）
に
お
い
て
は
景
況
の
悪
化
が
目

立
ち
、
長
期
化
し
て
い
る
。

　
深
刻
さ
に
お
い
て
も
、
長
さ
に
お
い
て
も
、

拡
が
り
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
将
来
見
通
し
に
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第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一
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汁
三
寸
再
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一
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二
二

お
い
て
も
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
は
第
一
次
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
き
び
し
い
状
況
に
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど

り
な
が
ら
、
不
況
が
深
刻
化
し
て
い
っ
た
か
を
、
大
都
市
に
お
け
る
卸
売
業
・
小
売
業
及
び
製
造
業
の
動
向
に
つ
い
て
、
東
京
都
商
工
指

導
所
・
東
京
都
商
工
会
議
所
で
毎
月
公
表
し
て
い
る
『
東
京
都
中
小
企
業
の
景
況
』
を
素
材
と
し
て
、
昭
和
五
五
年
四
月
か
ら
翌
年
七
月

ま
で
の
景
気
の
流
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
（
こ
の
大
都
市
に
お
け
る
不
況
が
地
方
の
産
地
に
波
及
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
）
。

　
　
3
　
東
京
都
中
小
企
業
の
景
況

　
『
東
京
都
中
小
企
業
の
景
況
』
に
関
す
る
調
査
は
、
都
内
の
主
要
な
中
小
企
業
の
各
業
種
か
ら
抽
出
し
た
同
一
企
業
に
対
し
て
毎
月
同

一
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
業
種
別
の
動
向
と
全
体
の
概
況
に
分
け
て
中
小
企
業
の
各
月
ご
と
の
景
況
と
し

」
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
全
体
の
概
況
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
五
年
四
月
か
ら
五
六
年
七
月
ま
で
の
景
況
が
う
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
五
五
年
四
月
に
は
、
四
八
年
一
〇
月
の
石
油
危
機
以
来
、
久
方
ぶ
り
に
水
面
に

浮
上
す
る
と
い
う
明
る
さ
を
み
せ
て
い
た
が
、
五
月
よ
り
季
節
的
需
要
が
減
少
し
、
六
月
に
は
大
幅
な
景
気
悪
化
が
あ
ら
わ
れ
た
。
七
月

に
は
か
げ
り
現
象
が
拡
大
し
、
八
月
に
は
例
年
に
な
い
深
刻
な
不
況
と
な
っ
た
。
九
、
一
〇
月
に
は
い
ち
だ
ん
と
不
況
感
が
深
ま
り
、
一

一、

齠
�
獅
ﾉ
は
悪
化
の
度
合
が
進
み
、
資
金
繰
り
も
悪
化
し
た
。

　
五
六
年
一
、
二
月
に
は
国
内
消
費
需
要
の
低
迷
、
在
庫
調
整
の
遅
れ
に
よ
り
、
景
気
の
か
げ
り
現
象
は
強
ま
り
、
さ
ら
に
季
節
的
要
因

も
加
わ
り
、
製
造
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
と
も
に
大
幅
な
悪
化
を
示
し
、
景
気
停
滞
感
は
深
刻
さ
を
ま
し
て
い
る
。
『
三
、
四
月
に
お
い
て

も
、
春
物
需
要
を
迎
え
た
も
の
の
、
本
格
的
な
回
復
の
兆
し
は
み
ら
れ
な
い
。
五
～
七
月
に
あ
っ
て
も
、
最
近
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
景

気
底
離
れ
感
と
は
裏
腹
に
、
依
然
と
し
て
、
需
要
回
復
の
伸
び
は
鈍
く
在
庫
調
整
は
遅
れ
、
低
迷
を
く
り
か
え
し
、
色
濃
い
停
滞
色
は
ぬ



ぐ
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
見
通
し
と
し
て
も
、
卸
売
業
、
小
売
業
、
製
造
業
い
ず
れ
の
業
界
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
一
段
と
悪
化
を

強
め
て
お
り
、
景
気
浮
揚
の
道
は
遠
く
て
け
わ
し
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
五
五
年
五
月
以
後
の
景
気
の
悪
化
は
長
期
化
し
て
お
り
、
回
復
の
き
ざ
し
は
全
く
み
え
ず
、
色
濃
い
停
滞
色
を
ぬ
ぐ
い

去
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
東
京
都
に
お
け
る
中
小
企
業
の
景
況
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
に
、
少
し
長
く
な
る
が
引
用
す
れ

ば
次
の
よ
う
に
な
る
（
傍
点
は
下
平
尾
）
。

　
ω
　
昭
和
五
五
年
四
月
（
水
面
に
浮
上
）

　
　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
小
売
業
で
個
人
消
費
の
堅
調
な
伸
び
に
加
え
、
季
節
的
需
要
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
四
八
年
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
久

　
方
ぶ
り
に
水
面
に
浮
上
す
る
な
ど
明
る
さ
を
み
せ
た
。
一
方
、
製
造
・
卸
売
業
で
は
伸
び
悩
み
が
み
ら
れ
た
。

　
　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
は
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
業
の
三
業
態
と
も
弱
含
み
に
推
移
し
て
い
る
が
、
前
年
同
月
比
で
は
、
三
業
態
と
も
そ
の
水

　
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
ど
く
に
小
売
業
で
は
、
昭
和
五
二
年
四
月
以
来
、
そ
の
水
準
を
上
回
る
な
ど
久
方
ぶ
り
に
回
復
力
を
み
せ
た
。

　
図
　
同
年
五
月
（
落
ち
込
み
目
立
つ
）

　
　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
の
三
業
種
と
も
、
季
節
的
需
要
の
減
少
さ
ら
に
公
共
料
金
の
値
上
げ
等
の
影
響
も
加
わ
っ
た
こ
と
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か
ら
、
落
ち
込
み
が
顕
著
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
も
、
製
造
・
卸
売
で
減
少
傾
向
が
目
立
ち
、
ま
た
最
近
、
個
人
消
費
の
堅
調
に
支
え
ら
れ
て
い
た
小
売
も
当
月
か
な
り

　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
落
ち
込
み
を
示
し
た
。
し
か
し
、
前
年
同
月
比
の
売
上
水
準
で
は
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
の
三
業
態
と
も
依
然
、
そ
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　
圖
　
同
年
六
月
（
大
幅
な
悪
化
）
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ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
製
造
で
公
共
投
資
の
抑
制
、
住
宅
建
設
の
低
迷
等
に
よ
り
需
要
回
復
が
み
ら
れ
ず
、
大
幅
な
悪
化
を
示
し
、
ま
た
卸
売
・

　
小
売
も
夏
物
需
要
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
っ
た
も
の
の
、
消
費
需
要
の
低
迷
や
天
候
不
順
等
の
要
因
が
重
な
り
、
総
じ
て
景
況
感
は
冴
え
な
い
。

　
　
－
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
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ぐ
っ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
も
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
の
三
業
態
と
も
減
少
傾
向
が
際
立
っ
て
お
り
、
前
年
同
月
に
比
べ
た
売
上
水
準
で
は
、
製
造
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
卸
売
で
か
ろ
う
じ
て
、
そ
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
小
売
は
消
費
需
要
の
停
滞
か
ら
水
面
下
に
落
ち
込
ん
だ
。

働
　
同
年
七
月
（
か
げ
り
現
象
拡
大
）

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
製
造
・
卸
・
小
売
の
三
業
態
と
も
公
共
投
資
の
執
行
抑
制
、
民
間
住
宅
投
資
の
低
迷
等
に
よ
り
依
然
と
し
て
需
要
は
冷
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
や

え
込
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
異
常
気
候
に
よ
る
季
節
商
品
の
売
行
き
不
振
が
加
わ
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
前
月
よ
り
も
悪
化
の
度
合
い
を
深
め
、
か
げ
り
現

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

象
が
拡
大
し
た
。

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
は
製
造
、
卸
は
低
調
に
推
移
し
た
が
、
小
売
は
や
や
上
回
っ
た
も
の
の
、
そ
の
伸
び
は
小
幅
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
、
前
年
同
月
と
の
売
上
水
準
で
は
製
造
は
弱
含
み
横
ば
い
で
そ
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
の
に
対
し
、
卸
・
小
売
で
は
異
常
気
候
に
よ
る
消
費
需

要
の
低
迷
か
ら
水
面
下
に
落
ち
込
ん
だ
。

㈲
　
同
年
八
月
（
冷
夏
の
影
響
が
大
き
い
、
景
況
の
深
刻
さ
増
す
）

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
公
共
事
業
の
執
行
抑
制
な
ら
び
に
冷
夏
に
よ
る
夏
物
需
要
の
不
振
等
の
影
響
も
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
製
造
．
卸
売
．
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小
売
の
三
業
態
と
も
例
年
に
な
い
落
ち
込
み
を
示
し
、
か
げ
り
現
象
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
。

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
も
、
三
業
態
と
も
大
幅
な
減
少
と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
水
準
も
製
造
で
前
月
ま
で
の
水
準
を
維
持
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や

し
て
い
た
が
、
当
月
は
一
転
し
て
水
面
下
に
落
ち
込
み
、
ま
た
卸
売
・
小
売
も
依
然
と
し
て
そ
の
水
準
に
及
ん
で
い
な
い
。

㈲
　
同
年
九
月
（
景
気
停
滞
感
は
根
強
い
）

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
秋
に
需
要
期
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
の
三
業
態
と
も
や
や
回
復
傾
向
を
み
せ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
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や

れ
伸
び
悩
み
が
み
ら
れ
、
依
然
景
気
停
滞
感
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
は
、
製
造
・
卸
売
の
二
業
態
と
も
、
季
節
的
需
要
期
を
迎
え
大
幅
に
盛
り
返
し
、
前
年
同
月
比
の
生
産
．
売
上
水
準
で

も
水
面
近
く
ま
で
浮
上
す
る
な
ど
や
や
明
る
さ
が
み
ら
れ
た
の
に
対
し
、
小
売
は
伸
び
悩
み
が
み
ら
れ
、
冴
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。



の
　
同
年
一
〇
月
（
不
況
感
強
ま
る
）

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
公
共
事
業
の
執
行
促
進
、
公
定
歩
合
引
下
げ
等
の
景
気
対
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
消
費
を
中
心
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や

と
し
た
需
要
の
拡
大
が
み
ら
れ
ず
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
の
三
業
種
と
も
、
や
や
盛
り
返
し
は
み
せ
た
も
の
の
、
伸
び
悩
み
が
み
ら
れ
、
不
況
感
は
強

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
や

ま
っ
て
い
る
。

圖
　
同
年
一
一
月
（
景
況
大
幅
な
悪
化
、
在
庫
調
整
の
遅
れ
目
立
つ
）
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都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
個
人
消
費
を
中
心
と
し
た
国
内
需
要
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
依
然
景
気
停
滞
感
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
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製
造
・
卸
売
・
小
売
の
三
業
態
と
も
前
月
よ
り
も
悪
化
の
度
合
い
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
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前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
で
も
、
三
業
態
と
も
減
少
傾
向
が
顕
者
と
な
り
、
前
年
同
月
に
比
べ
た
生
産
．
売
上
水
準
は
さ
ら
に
落
ち
込
み
を
強
め

か
・鋤

　
同
年
一
二
月
（
低
迷
基
調
依
然
続
く
、
資
金
繰
悪
化
）
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都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
歳
末
需
要
期
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
一
部
業
種
で
好
転
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
総
体
的
に
は
需
要
回
復
が
み
ら
れ
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ず
、
製
造
・
卸
・
小
売
の
三
業
態
と
も
依
然
、
低
迷
状
態
で
推
移
し
た
。

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
は
、
製
造
、
卸
で
僅
か
な
が
ら
増
加
傾
向
を
示
し
た
も
の
の
、
そ
の
伸
び
は
小
幅
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、
小

売
業
は
歳
末
需
要
期
を
迎
え
た
こ
と
等
に
よ
り
、
大
幅
な
売
上
増
を
示
し
た
。
し
か
し
、
対
前
年
同
月
と
の
水
準
で
は
、
三
業
態
と
も
水
面
下
に
あ
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ヤ
　
ヤ
　
や

り
、
依
然
、
低
迷
状
態
を
続
け
て
い
る
。

⑯
　
昭
和
五
六
年
一
月
（
深
刻
さ
増
す
。
大
幅
な
売
上
不
振
）
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都
内
中
小
企
業
の
景
況
は
、
国
内
消
費
需
要
の
低
迷
、
在
庫
調
整
の
遅
れ
か
ら
景
気
の
か
げ
り
現
象
が
強
ま
る
中
に
あ
っ
て
、
当
月
は
季
節
的
要
因
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が
加
わ
り
、
製
造
・
卸
・
小
売
の
三
業
態
と
も
大
幅
な
悪
化
を
示
し
、
景
気
停
滞
感
は
さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
し
た
。
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前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
は
、
三
業
態
と
も
大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
っ
た
が
、
と
く
に
卸
売
は
本
調
査
開
始
以
来
の
売
上
不
振
と
な
っ
た
。
ま
た

一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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前
年
同
月
と
の
水
準
で
も
三
業
態
と
も
そ
の
水
準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
売
上
面
で
の
不
振
が
目
立
つ
。

qP
@
同
年
二
月
（
景
況
大
幅
な
悪
化
、
景
気
回
復
の
遅
れ
目
立
つ
）

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
個
人
消
費
を
中
心
と
し
た
需
要
の
伸
び
悩
み
、
住
宅
投
資
の
長
期
低
迷
、
設
備
投
資
の
伸
び
悩
み
等
に
よ
り
、
製
造
・

卸
売
．
小
売
の
三
業
態
と
も
、
大
幅
な
悪
化
を
示
し
て
お
り
、
景
気
回
復
の
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
も
、
三
業
種
と
も
や
や
盛
り
返
し
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
依
然
丸
幅
都
落
ぢ
込
か
熱
続
小
も
郊
外
、
ま
た
前
年
同
月
一

比
べ
た
生
産
・
売
上
も
小
弥
応
恥
講
査
開
始
跡
乗
伽
輸
か
迦
か
を
示
す
な
ど
、
三
業
種
と
も
朴
面
不
漁
も
に
あ
る
。

働
　
同
年
三
月
（
根
強
い
景
気
停
滞
感
）

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
春
物
需
要
期
を
迎
え
た
も
の
の
、
個
人
消
費
や
建
設
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
う
え
に
、
依
然
在
庫
調
整
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
製
造
．
卸
売
．
小
売
と
も
、
や
や
好
転
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
本
格
的
な
回
復
に
は
至
ら
ず
、
総
じ
て
最
知
停
滞
感
応
楓
強
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
．
売
上
は
、
製
造
で
は
盛
り
返
し
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
卸
売
・
小
売
で
は
季
節
的
需
要
か
ら
、
か
な
り
の
売
上
増

が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
前
年
同
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
水
準
で
は
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
と
も
、
依
然
加
齢
不
漁
も
に
あ
り
、
低
迷
が
続
い
て
い

る
。⑬

　
同
年
四
月
（
景
気
の
停
滞
感
は
依
然
と
し
て
続
く
）

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
製
造
・
卸
売
・
小
売
の
三
業
態
と
も
生
産
・
売
上
げ
の
伸
び
悩
み
が
み
ら
れ
、
依
然
最
知
俸
滞
感
承
榔
弥
も
殊
2
い
い
ひ
。
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や

と
く
に
、
製
造
業
で
は
需
要
低
迷
、
在
庫
調
整
の
遅
れ
が
目
立
ち
、
か
げ
り
現
象
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
卸
売
、
小
売
で
は
季
節
的
需
要
、
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個
人
消
費
に
や
や
動
き
が
出
は
じ
め
た
こ
と
も
あ
り
、
業
況
回
復
の
兆
し
が
僅
か
に
み
ら
れ
る
が
、
何
れ
も
本
格
的
な
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
一

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
．
売
上
は
、
製
造
．
卸
売
で
落
ち
込
み
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
小
売
業
で
は
増
加
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
伸
び

は
小
幅
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。



簡
　
同
年
五
月
（
景
気
停
滞
感
が
根
強
く
、
生
産
・
売
上
の
不
振
が
目
立
つ
）
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都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
製
造
・
卸
売
・
小
売
と
も
、
最
近
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
景
気
底
離
れ
感
と
は
裏
腹
に
、
依
然
需
要
回
復
の
伸
び
は
鈍
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
や

く
、
生
産
・
売
上
の
減
少
も
目
立
っ
て
お
り
、
総
じ
て
景
気
停
滞
感
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
は
、
季
節
的
要
因
が
終
っ
た
こ
と
や
、
当
月
上
旬
の
休
祭
日
に
よ
る
操
業
・
営
業
日
数
の
減
少
も
あ
り
、
製
造
・
卸
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

小
売
と
も
大
幅
な
落
ち
込
み
を
示
し
、
ま
た
前
年
同
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
水
準
で
も
、
そ
の
水
準
を
か
な
り
下
回
っ
て
お
り
、
生
産
・
売
上
の
不

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

振
が
目
立
っ
て
い
る
。

飼
　
同
年
六
月
（
製
造
・
卸
売
・
小
売
と
も
景
気
の
底
離
れ
は
み
ら
れ
ず
、
依
然
低
迷
が
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
製
造
で
需
要
回
復
の
テ
ン
ポ
が
鈍
く
、
受
注
・
生
産
の
伸
び
悩
み
、
在
庫
調
整
の
遅
れ
が
み
ら
れ
、
依
然
低
迷
が
続
い

や
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
お
り
、
ま
た
、
卸
売
・
小
売
も
当
月
、
夏
物
需
要
を
迎
え
た
も
の
の
、
異
常
低
温
や
降
雨
な
ど
の
天
候
不
順
の
影
響
も
あ
っ
て
依
然
、
水
面
以
下
深

　
　
　
　
　
い
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
や

く
に
あ
り
、
総
じ
て
景
気
底
離
れ
感
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
前
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
は
、
三
業
種
と
も
僅
か
な
が
ら
盛
り
返
し
を
み
せ
た
も
の
の
、
依
然
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
前
年
同
月
に
比
べ
た
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

産
・
売
上
水
準
砿
．
」
も
そ
の
水
準
を
大
幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
低
迷
を
続
け
て
い
る
。

　
原
材
料
仕
入
価
格
は
、
商
品
市
況
の
安
定
基
調
を
反
映
し
、
騰
勢
気
味
で
推
移
し
て
い
る
が
、
業
種
間
に
は
跛
行
性
が
み
ら
れ
た
。

　
製
品
・
商
品
販
売
価
格
は
、
製
造
・
卸
売
が
売
上
の
不
振
を
反
映
し
て
下
落
し
た
の
に
対
し
、
小
売
は
弱
含
み
横
ば
い
で
推
移
し
た
。

　
当
月
に
比
べ
た
向
こ
う
三
カ
月
の
業
況
予
想
は
、
製
造
・
卸
売
が
さ
ら
に
悪
化
を
深
め
る
見
通
し
の
中
で
、
季
節
的
需
要
期
並
び
に
中
元
商
戦
を
迎

え
る
小
売
も
今
一
つ
盛
り
上
り
を
欠
く
見
通
し
。

　
当
月
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
予
想
も
三
業
種
と
も
に
減
少
を
予
想
し
て
お
り
、
ま
た
、
前
年
同
期
に
比
べ
た
生
産
・
売
上
水
準
で
も
そ
の
水
準
を
大

幅
に
下
回
る
模
様
。

　
商
品
販
売
価
格
予
想
は
、
業
界
不
振
を
反
映
し
て
下
落
基
調
で
推
移
す
る
見
込
み
。

一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
1
論
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
　
当
期
の
資
金
繰
り
状
況
（
四
～
六
月
期
）
は
、
金
融
政
策
が
緩
和
の
度
合
を
深
め
て
い
番
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
景
気
回
復
の
遅
れ
か
ら
製
造
。
卸
売

　
と
も
依
然
悪
化
基
調
で
推
移
。

　
⑯
　
同
年
七
月
（
停
滞
感
依
然
強
く
、
業
種
間
の
跛
行
性
目
立
つ
）

　
　
都
内
中
小
企
業
の
業
況
は
、
製
造
に
あ
っ
て
は
、
景
気
浮
揚
策
が
と
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
効
果
が
未
だ
浸
透
せ
ず
、
依
然
停
滞
色

　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
卸
売
．
小
売
は
夏
物
需
要
期
を
迎
え
、
さ
ら
に
、
天
候
が
持
ち
直
し
た
こ
と
も
あ
り
、
や
や
盛
り
返
し
を
み
せ
た
も
の
の
、

　
本
格
的
な
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
五
五
年
八
月
以
後
の
景
気
後
退
は
、
製
造
業
は
も
ち
ろ
ん
卸
売
・
小
売
業
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
り
、
さ
ら
に

大
都
市
市
場
の
景
況
の
悪
化
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
全
国
地
場
産
業
産
地
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な

大
都
市
に
お
け
る
不
況
が
、
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
に
全
国
地
場
産
業
産
地
に
波
及
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
主
要
地
場
産
地
の
成
長
条
件
と
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
対
応
過
程

　
　
1
　
輪
島
漆
器
産
地

　
①
　
産
地
の
概
況

　
わ
が
国
の
伝
統
的
な
漆
器
産
地
の
中
で
、
最
も
着
実
な
発
達
を
と
げ
た
の
は
輪
島
漆
器
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
昭
和
四
二
年

か
ら
五
八
年
の
一
六
年
間
に
出
荷
額
は
二
一
億
円
か
ら
一
一
〇
億
円
に
増
加
し
（
九
・
一
倍
）
、
企
業
数
も
同
期
間
の
あ
い
だ
に
四
四
二

社
か
ら
五
五
一
社
（
一
．
二
五
倍
）
に
、
従
業
者
数
も
一
、
三
四
五
人
か
ら
一
、
八
二
一
人
（
一
二
二
五
倍
）
に
増
加
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
石
油
危
機
後
の
昭
和
五
五
年
以
後
五
八
年
の
間
に
企
業
数
及
び
従
業
者
数
は
著
し
く
減
少
し
た
の
み
な
ら



ず
、
年
間
出
荷
額
も
五
五
年
対
比
五
八
年
に
は
塗
師
業
（
二
二
社
平
均
）
に
お
い
て
は
九
八
．
六
％
と
な
り
、
木
地
．
呂
色
．
沈
金
．

蒔
絵
等
関
連
業
（
二
〇
三
社
平
均
）
は
、
八
七
・
○
％
に
減
少
し
て
い
る
。
従
業
者
一
一
人
以
上
の
大
規
模
ク
ラ
ス
の
塗
師
業
を
除
け
ば
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表2一（21輪島漆器一企業平均売上高比較 （単位：万円，拓）

1差数1論語．1毒婦繭
－
論

塗
師
業

関
連
業

3人以下

4～10人

11人以上

計（平均）

52P1・471

44－4，907
　卜
25124，851
　1
12117，551

1・55q1・3981L29511・5・889．8i

4，546「4，60914，431！92．6101．4…

25，618124ρ17125，55811。3．193．8

　　　1　　　　　　　　　i　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　ド

7，615　7，2397，448　100．8　　95．1：
　　r　　　r　　　　卜

木地業
呂色業
沈金業
蒔絵業
計（平均）

45　1，004　1，0031

2
7
16gi

611

2021

　1
　！
9921

　」4551

721…

729

964

440

727

722：

996

926

414

711

702

111『111鵬1

372　　96．7　　94．1

騨lll罵隠li

　　ド
92．6188．OI
　　I　　　　文
96・190・3…1
106．4－　102．8

　　1
102・9…98・6

　　193．5！　92．7…
　　1　　　！
86．7，80．9！

89．9181．8；

（出所）前掲

表2一（3）主要な経営上の問題点

塗
師
業

　
（
計
）

関
連
産
業

呂
色
業

木
地
業

蒔
絵
業

沈
金
業

1
2
3
4
5
6
7
8
9

サンプル企業数

受注単価が安い

受注が不安定，少量受注

売上不振

材料費等諸経費の上昇

賃金の高騰

季節的変動が大きい

運転資金の不足

同業者間の過当競争

利益率が低い

120社i

16．7％1

48．3

37．5…

　　　1
25．8　…

7．5

9．2

17．5

　　　1
15．8

23．3…

　　　し

　　1205
　　！
35．11

　　i
62．4：

20．51

33．7；

　　1
1．OI

　　卜
19．0

8．3i

19．51

　　1
26．3i

　　i

　　　
　42；

33・3！

57・11

26．21

35．7

　0，

2．4：

　　i
9．5
　　1
16。7

26．2一

　21

52．4

　0
　0
　0
9．5

23．81

14．3

28．6

23．8

67　　75

47・8120・0

70．11
　　1
35・81

26．gi

　　I

　OI　　I
　　I11・9i

3．o1

13．4i

25．4i

76．0

9．3

48．0

　0
33．3

10．7

24．0

28．0

注　（1）複数回答

　　（21質問項目20のうち主要なものを選んだ

（出所）前掲 ○

も
、
年
間

出
荷
額
は

て
は
、
企

業
数
お
よ

び
従
業
者

数
は
減
少

し
て
い
て

す
べ
て
の

業
種
に
お

い
て
出
荷

額
は
減
少

し
た
の
で

あ
る
。
わ

が
国
の
主

要
な
地
場

産
業
の
産

地
に
お
い



対
前
年
比
に
お
い
て
は
微
増
傾
向
に
あ
っ
た
。
年
間
出
荷
額
そ
れ
自
体
が
五
五
年
対
比
五
八
年
に
お
い
て
減
少
し
た
と
い
う
事
例
は
少
な

い
の
で
あ
る
。
年
間
出
荷
額
の
減
少
と
い
う
事
態
の
中
で
主
要
な
経
営
上
の
問
題
点
と
し
て
、
H
「
受
注
が
不
安
定
、
少
量
受
注
」
、
「
売

上
不
振
」
、
　
「
受
注
単
価
が
安
い
」
と
い
う
販
売
面
の
問
題
点
、
口
材
料
費
等
の
諸
経
費
の
上
昇
、
日
「
同
業
者
間
の
過
当
競
争
」
「
利
益

率
が
低
い
」
と
い
う
経
営
の
圧
迫
要
因
が
台
頭
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
産
地
の
合
理
化
が
一
だ
ん
と
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
急
激
な
拡
大
再
生
産
と
急
速
な
縮
小
再
生
産
と
が
短
期
間
の
間
に
進
行
し
た
こ
と
は
、
特
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
縮
小
の

諸
条
件
は
、
一
方
で
は
産
地
の
成
長
条
件
の
中
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
他
方
で
は
第
二
次
石
油
危
機
に
端
を
発
し
た
消
費
需
要

の
激
減
と
い
う
外
的
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
最
初
の
問
題
か
ら
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
ω
　
産
地
の
成
長
条
件

　
輪
島
漆
器
産
地
が
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と
で
発
展
し
、
そ
の
諸
条
件
が
今
日
の
不
況
と
い
か
に
関

係
し
て
い
る
か
。
交
通
が
不
便
で
あ
り
、
資
本
の
蓄
積
を
欠
い
て
い
た
産
地
が
、
高
度
に
社
会
的
分
業
化
し
、
多
様
化
し
た
産
業
構
造
の

中
で
安
定
し
た
地
位
を
占
め
、
販
路
を
拡
大
し
て
き
た
が
、
そ
の
基
本
的
な
要
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
要
因
は
、
「
伝
統
と
秘
法
」
と

い
う
産
地
の
特
殊
的
に
す
ぐ
れ
た
条
件
－
一
と
く
に
優
秀
な
職
人
集
団
、
技
術
の
蓄
積
と
進
歩
－
、
旅
館
、
料
理
店
を
中
心
と
し
た
市

場
か
ら
大
都
市
の
卸
売
業
、
小
売
業
へ
の
積
極
的
な
販
売
活
動
の
展
開
、
加
飾
業
を
中
心
と
す
る
社
会
的
分
業
の
発
展
、
農
村
の
余
剰
労
働

力
の
吸
引
、
高
い
知
名
度
に
も
と
づ
く
有
利
な
販
売
市
場
等
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
要
因
を
開
花
さ
せ
て
き
た
の
は
、

基
本
的
に
は
販
売
市
場
の
拡
大
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
夏
か
ら
秋
に
生
産
さ
れ
た
商
品
を
冬
場
の
仕
事
の
な
い
と
き
に
、
全
国
津
々
浦
々
の
旅
館
や
料
理
店
に
売
り
歩
く
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ

る
「
旅
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
販
売
方
式
か
ら
、
突
如
と
し
て
開
か
れ
た
大
都
市
の
販
売
市
場
の
形
成
に
よ
っ
て
、
牛
歩
の
進
歩
し
か
み
ら
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三
こ

れ
な
か
っ
た
産
地
に
と
っ
て
、
新
商
品
．
技
術
の
開
発
に
関
す
る
企
業
心
と
旺
盛
な
生
産
意
欲
と
が
刺
激
さ
れ
、
産
地
の
生
産
、
販
売
、

組
織
、
経
営
お
よ
び
伝
統
の
発
展
が
促
進
せ
ら
れ
た
。
輪
島
漆
器
の
販
売
市
場
の
拡
大
は
、
次
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　
H
　
収
入
の
増
加

　
旅
館
、
料
理
店
向
け
の
営
業
用
食
器
（
盆
膳
類
、
椀
類
）
か
ら
家
庭
用
品
（
弁
当
、
重
箱
類
、
机
、
座
卓
、
棚
、
銘
々
皿
、
茶
道
具
、

ト
ソ
器
）
へ
の
市
場
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
国
民
の
所
得
水
準
の
向
上
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
国
民
一
人
当
り
の
収
入
の
増
加
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
就
業
人
口
が
顕
著
な
増
大
を
示
し
た
の
で
、
農
家
に
お
い
て
は
兼
業
化
に
よ
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
「
共

稼
ぎ
」
に
よ
り
、
一
世
帯
当
り
収
入
が
増
加
し
た
が
、
そ
れ
が
消
費
市
場
の
拡
大
に
大
き
く
影
響
し
た
。

　
昭
和
二
五
年
か
ら
四
五
年
の
二
〇
年
間
に
、
わ
が
国
の
人
口
は
、
二
、
〇
五
八
万
人
増
加
し
た
が
、
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
～
六
四
オ

人
口
）
は
、
そ
れ
を
上
ま
わ
っ
て
同
期
間
中
に
二
、
一
九
七
万
人
増
え
た
。
人
口
増
を
こ
え
る
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
は
、
世
界
に
全
く

類
例
を
み
な
い
が
、
生
産
面
で
の
労
働
能
力
と
な
り
、
生
産
性
の
顕
著
な
増
大
の
原
因
と
な
り
、
生
産
物
の
販
売
面
で
は
、
旺
盛
な
消
費

購
買
力
の
形
成
の
要
因
と
な
っ
た
。
日
本
国
民
の
圧
倒
的
多
く
は
働
い
て
富
を
生
産
し
、
生
産
者
自
体
が
獲
得
し
た
収
入
で
も
っ
て
大
量

の
商
品
を
購
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
を
反
映
し
た
就
業
人
口
の
増
大
に
つ
れ
て
分
配
国
民
所
得
の
う
ち
雇
用
者
所
得
の
占
め
る
割
合
は
、
昭
和
三
六

年
度
五
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
が
、
五
五
年
に
は
六
七
・
四
％
に
高
ま
り
、
国
民
総
支
出
の
う
ち
民
間
最
終
消
費
支
出
の
占
め
る
比
率
は
、

同
期
間
に
五
三
・
○
％
か
ら
五
八
・
○
％
と
な
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
度
の
名
目
民
間
最
終
支
出
は
、
一
八
・
六
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
五
五

年
度
に
は
一
四
二
兆
円
と
な
り
（
一
五
年
間
に
七
・
六
倍
）
、
物
価
の
上
昇
率
を
差
引
い
た
昭
和
四
五
年
ベ
ー
ス
の
実
質
的
民
間
最
終
消

費
支
出
は
、
壬
二
兆
円
か
ら
六
四
兆
円
と
な
り
（
同
期
間
に
二
・
八
倍
）
、
巨
大
な
消
費
需
要
を
形
成
し
た
。



　
雇
用
者
所
得
の
増
加
に
照
応
す
る
民
間
最
終
消
費
支
出
の
増
加
に
よ
っ
て
発
生
し
た
商
品
の
購
買
傾
向
が
高
級
品
化
、
多
様
化
、
個
性

化
で
あ
っ
た
。
年
々
所
得
水
準
が
上
昇
し
て
ゆ
く
の
だ
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
高
級
品
、
高
額
商
品
産
地
の
販
売
市
場
が
拡
大
し
、
市

場
の
拡
大
に
つ
れ
て
産
地
の
発
展
が
促
進
さ
れ
た
。
産
地
の
生
産
能
力
が
拡
大
し
た
結
果
と
し
て
販
売
市
場
が
拡
張
し
て
ゆ
く
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
、
木
製
漆
器
の
よ
う
に
手
造
り
産
地
に
あ
っ
て
は
、
国
民
大
衆
の
所
得
増
加
に
と
も
な
う
市
場
の
拡
大
、
需
要
増
加
に
刺
激

さ
れ
て
、
産
地
の
規
模
も
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
所
得
水
準
の
伸
び
率
が
鈍
化
し
消
費
需
要
が
低
迷
す
る
と
い
う
事
態
が
長
期
化
す
れ
ば
、
商
品
の
選
択
基
準
と
し
て
の
高

級
品
化
、
本
も
の
志
向
も
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
「
現
在
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
」
、
「
価
格
の
手
頃
な
も
の
」
　
「
機
能
面

や
用
途
面
で
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
」
と
い
っ
た
諸
条
件
が
商
品
の
購
買
頻
度
の
中
で
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
占
め
、
高
級
品
、
高
額
商
品
は

装
飾
品
と
い
う
狭
い
消
費
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
高
度
経
済
成
長
を
背
景
と
し
た
一
人
当
り
の
、
さ
ら
に
ま
た
就
業
人
口
の
増
加
に
と
も
な
う
一
世
帯
当
り
の
所
得
水
準

の
上
昇
が
、
水
準
の
高
い
商
品
を
生
産
し
て
い
た
輪
島
漆
器
産
地
の
成
長
を
促
進
し
た
の
で
あ
っ
て
、
高
級
品
化
志
向
と
い
う
た
ん
な
る

人
々
の
価
値
意
識
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
口
　
婚
姻
件
数
の
増
加
、
核
家
族
化
、
新
設
住
宅
着
工
数
の
増
加

　
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
期
の
国
内
に
お
け
る
販
売
市
場
は
、
所
得
水
準
の
上
昇
と
い
う
経
済
的
諸
要
因
だ
け
で
な
く
、
過
密
・
過
疎

問
題
、
婚
姻
件
数
の
増
加
と
い
う
社
会
的
諸
要
因
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
。
節
約
、
勤
勉
、
自
給
自
足
を
基
調
と
す
る
農
家
経
済
が
商
品

流
通
と
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
分
解
し
、
人
口
の
大
都
市
へ
の
流
出
、
出
稼
労
働
者
の
増
加
に
よ
り
、
農
村
に
お
い
て
工
業
製
品
の
販
売

市
場
が
拡
が
り
、
ま
た
流
出
し
た
労
働
力
が
都
市
に
定
着
す
る
こ
と
に
よ
り
巨
大
な
消
費
市
場
が
形
成
さ
れ
た
。
過
密
・
過
疎
問
題
は
国
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．
　
　
　
三
四

土
の
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
は
全
く
好
ま
し
く
な
か
っ
た
が
、
経
済
成
長
の
た
め
の
販
売
市
場
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
不
可
避
的
で
あ
っ

た
。
過
密
・
過
疎
問
題
は
、
高
度
経
済
成
長
の
結
果
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
経
済
現
象
の
有
力
な
原
因
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
高

度
経
済
成
長
の
た
め
の
優
秀
な
労
働
力
を
提
供
し
た
ば
か
り
で
な
い
。
人
口
の
移
動
に
よ
っ
て
農
村
及
び
大
都
市
に
お
け
る
販
売
市
場
を

拡
大
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
販
売
市
場
の
拡
大
が
農
業
は
も
ち
ろ
ん
製
造
業
、
建
設
業
、
商
業
等
の
各
分
野
に
お
け
る
機
械
化
、

規
模
拡
大
、
社
会
的
分
業
の
発
達
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
生
産
方
法
の
採
用
が
原
因
と
な
っ
て
、
新
産
業
分
野
の
形
成
や

市
場
の
拡
大
や
人
口
移
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　
過
密
・
過
疎
と
い
う
人
口
移
動
と
販
売
市
場
と
の
関
連
性
の
論
述
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
て
、
輪
島
漆
羅
産
地
の
成
長
の
有

力
な
条
件
を
な
し
た
婚
姻
件
数
の
増
加
↓
核
家
族
化
↓
住
宅
建
設
の
増
加
と
い
う
一
連
の
社
会
．
経
済
的
変
化
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
昭
和
三
〇
年
に
お
け
る
婚
姻
件
数
は
、
七
一
万
組
で
あ
っ
た
が
、
、
年
々
増
加
し
、
四
一
年
に
は
九
四
万
組
と
な
り
、
四
七
年
に
は
ピ
ー

ク
の
二
〇
万
組
に
達
し
た
。
三
〇
年
対
比
五
五
％
増
で
あ
る
。
婚
姻
件
数
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
核
家
族
化
U
世
帯
数
が
急
増
し
、

ギ
フ
ト
商
品
を
は
じ
め
、
新
市
場
が
形
成
さ
れ
た
。
知
名
度
の
高
い
地
場
産
業
は
、
ギ
フ
ト
商
品
の
分
野
で
販
路
を
拡
大
し
て
き
た
。

　
婚
姻
件
数
の
増
加
が
核
家
族
化
と
な
っ
て
登
場
し
た
の
で
、
住
宅
需
要
は
急
増
し
、
量
的
の
み
な
ら
ず
質
的
に
住
宅
建
設
が
拡
大
し
た
。

年
間
の
住
宅
建
設
戸
数
は
、
昭
和
三
〇
年
に
は
三
五
万
戸
で
あ
っ
た
が
、
四
（
）
年
度
に
は
八
五
万
戸
、
四
七
年
に
は
ピ
ー
ク
の
一
八
五
万

戸
と
な
っ
た
（
そ
の
後
は
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
五
七
年
に
は
二
四
万
戸
と
な
っ
て
い
る
）
。

　
住
宅
建
設
戸
数
の
急
増
を
反
映
し
て
、
漆
器
の
需
要
が
一
般
的
に
増
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
品
種
も
大
き
く
変
化
し
た
。
漆
器
産
地
は
、

弘
前
の
津
軽
塗
か
ら
南
は
沖
縄
の
琉
球
塗
一
器
ま
で
、
広
範
囲
に
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
の
規
模
や
生
産
さ
れ
て
い
る
製
品
の
種
類
や
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　（出所）工業統計品目編より作成

特
徴
が
異
な
り
、
さ
ら
に
商
人
主
導
型
が
あ
れ
ば
、

ま
た
製
造
業
者
支
配
型
が
あ
っ
て
一
律
一
様
に
は
論

じ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
大
都
市
の
漆
器
産
地

を
除
け
ば
全
体
と
し
て
四
三
年
以
後
急
成
長
を
と
げ

た
の
で
あ
る
。

　
工
業
統
計
に
よ
る
と
、
台
所
・
食
卓
用
品
、
漆
器

製
家
具
、
そ
の
他
漆
器
製
品
、
に
区
分
さ
れ
て
い

る
。
昭
和
三
六
年
か
ら
五
五
年
の
一
九
年
間
の
推
移

を
み
る
と
、
最
も
成
長
率
の
高
か
っ
た
の
は
漆
器
製

家
具
で
あ
っ
て
、
座
卓
、
机
、
パ
ネ
ル
、
花
器
、
棚

（
飾
棚
、
小
棚
）
、
鏡
台
、
屏
風
等
の
漆
器
製
家
具

は
、
同
期
間
に
二
九
・
六
倍
に
達
し
た
が
、
こ
れ
は
、

明
ら
か
に
住
宅
建
設
の
増
加
に
照
応
し
て
き
た
。
と

り
わ
け
四
六
年
以
．
後
顕
著
な
伸
び
率
を
示
し
て
い

る
。
次
に
成
長
率
の
高
か
っ
た
の
は
、
仏
壇
・
仏
具

な
ど
の
宗
教
用
具
、
文
籟
、
硯
箱
、
文
庫
な
ど
を
中
心

と
し
た
そ
の
他
漆
器
で
あ
っ
て
、
一
九
年
間
に
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
－
論
　
　
　
　
文
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

倍
に
達
し
て
い
る
が
、
仏
壇
仏
具
の
新
規
購
入
や
買
替
も
住
宅
建
設
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。
最
も
成
長
率
の
低
か
っ
た
の
は
、
台
所
、

食
卓
用
品
（
椀
類
、
盆
・
膳
類
、
重
籟
、
銘
々
皿
、
箸
、
茶
び
つ
等
）
で
あ
っ
て
、
同
期
間
に
二
二
．
八
倍
に
増
加
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
結
果
、
三
六
年
に
は
台
所
・
食
卓
用
品
は
、
全
漆
器
の
生
産
額
の
六
一
・
八
％
（
二
六
・
七
億
円
）
を
占
め
て
い
た
が
、
住
宅

建
設
の
急
増
に
つ
れ
て
ウ
ェ
イ
ト
が
低
下
し
、
四
九
年
に
は
全
体
の
三
八
・
二
％
（
一
七
一
億
円
）
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
こ

れ
に
た
い
し
て
漆
器
製
家
具
は
、
三
六
年
に
は
二
六
・
六
％
（
二
・
五
億
円
）
を
占
め
て
い
た
が
、
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
四
九
年

に
は
全
体
の
四
三
・
八
％
（
一
九
七
億
円
）
に
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
住
宅
建
設
着
工
数
の
激
減
に
よ
っ
て
、
漆
器
製
家
具
の

伸
び
率
も
鈍
化
し
た
。
昭
和
五
五
年
に
は
、
漆
器
の
年
間
出
荷
額
八
四
四
億
円
中
、
台
所
食
卓
用
品
四
三
．
六
％
（
三
六
八
億
円
）
、
漆

器
製
家
具
四
〇
・
三
％
（
三
四
一
億
円
）
、
そ
の
他
漆
器
製
品
一
六
・
○
％
（
二
二
五
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
〇
年
代
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
技
術
を
導
入
で
き
ず
、
椀
類
、
膳
、
重
箱
等
の
量
産
化
に
立
遅
れ
た
輪
島
漆
器
産
地
は
、
好
む
と
好

ま
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
競
合
し
な
い
商
品
（
座
卓
、
パ
ネ
ル
、
茶
道
具
、
蒔
絵
を
ほ
ど
こ
し
た
高
級
品
）
へ
転

換
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
国
民
所
得
の
増
大
、
婚
姻
件
数
の
増
加
、
住
宅
建
設
の
急
増
を
反
映
し
て
市
場
条
件
が

輪
島
漆
器
産
地
に
有
利
に
展
開
し
た
。
一
方
で
は
高
級
品
化
、
多
様
化
、
個
性
化
の
傾
向
と
し
て
、
他
方
で
は
漆
器
製
家
具
の
需
要
増
大

と
し
て
で
あ
っ
た
。
手
造
り
の
産
地
、
多
品
種
少
量
生
産
の
産
地
が
一
時
的
に
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
輪
島
漆
器
産
地
で
は
、
四
〇
年
代
の
成
長
過
程
の
中
で
販
売
市
場
と
生
産
品
目
が
次
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
四
一
年
に
は
、
料
理
店
、

旅
館
が
全
体
の
三
九
・
二
％
を
占
め
、
直
接
消
費
者
や
店
頭
売
り
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
四
七
年
に
な
る
と
、
料
理
店
、
旅
館
は

一
四
・
九
％
に
激
減
し
、
直
接
消
費
者
＝
モ
六
％
、
店
頭
売
り
一
五
・
六
％
に
増
加
し
た
。
大
都
市
卸
売
業
．
小
売
業
は
三
一
．
二
％
か

ら
三
九
・
八
％
へ
漸
増
し
て
い
る
。
五
八
年
に
な
る
と
、
販
売
先
の
第
一
～
三
位
ま
で
は
、
都
市
卸
売
業
、
小
売
業
（
四
一
．
四
％
）
直
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四
〇

接
消
費
者
（
≡
二
・
一
％
）
、
店
頭
販
売
（
一
六
・
O
％
）
が
占
め
、
料
理
店
・
旅
館
は
四
・
五
％
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。

　
料
理
店
や
旅
館
と
い
う
か
ぎ
ら
れ
た
営
業
用
食
器
を
販
売
し
て
い
た
時
代
か
ら
、
一
般
国
民
大
衆
を
販
売
対
象
と
す
る
時
代
へ
と
変
化

し
つ
つ
輪
島
漆
器
産
地
は
巨
大
な
勢
力
を
も
つ
に
い
た
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
生
産
さ
れ
る
商
品
種
類
も
、
膳
盆
類
、
椀
類
、
重
箱
弁

当
類
か
ら
机
棚
類
、
茶
道
具
類
、
と
そ
類
、
装
飾
品
類
、
銘
々
皿
、
小
物
、
そ
の
他
等
商
品
種
類
が
多
様
化
し
た
。
都
市
卸
売
業
、
デ
パ

ー
ト
、
直
接
販
売
、
店
頭
売
り
、
料
理
飲
食
店
・
旅
館
等
に
販
売
す
る
場
合
、
主
力
商
品
に
そ
れ
ぞ
れ
相
違
が
み
ら
れ
る
。
飲
食
什
器
類

は
当
産
地
の
主
力
商
品
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
販
売
経
路
を
と
る
場
合
で
も
一
定
の
高
い
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
都
市
卸

売
業
や
小
売
業
に
お
い
て
は
テ
ー
ブ
ル
・
棚
、
銘
々
皿
の
構
成
比
が
高
く
、
百
貨
店
に
お
い
て
は
茶
道
具
の
比
重
が
高
い
。
店
頭
売
り
で

は
全
体
に
銘
々
皿
、
茶
た
く
、
箸
な
ど
の
小
物
類
が
多
い
し
、
料
理
店
や
旅
館
で
は
椀
、
盆
、
膳
が
圧
倒
的
に
比
重
が
高
い
。
こ
の
よ
う

に
、
国
民
の
所
得
水
準
の
向
上
や
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
っ
て
新
た
な
販
路
が
拡
張
す
る
に
つ
れ
て
、
商
品
種
類
も
多
様
化
し
、
産
地
全

体
の
規
模
拡
大
が
は
か
ら
れ
た
。
販
売
市
場
が
拡
が
り
、
生
産
物
が
着
実
に
売
れ
る
に
つ
れ
て
、
産
地
内
部
に
お
け
る
生
産
構
造
に
も
急

激
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
た
。

　
⑥
　
生
産
力
の
増
大
と
社
会
的
分
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
昭
和
四
三
年
以
後
の
旺
盛
な
社
会
的
需
要
の
中
で
、
輪
島
漆
器
産
地
の
製
品
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
需
要
の
増
加
、
販

売
市
場
の
拡
大
に
対
応
し
て
生
産
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
職
人
を
増
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
生
産
工
程
の

う
ち
研
ぎ
工
程
を
除
い
て
は
、
は
じ
め
か
ら
最
後
ま
で
手
作
業
を
中
心
と
し
た
熟
練
労
働
力
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
機
械
化
の
余
地
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
熟
練
技
術
者
を
育
て
る
に
は
、
少
な
く
と
も
五
年
以
上
の
修
養
を
必
要

と
し
た
の
で
、
素
地
、
塗
り
、
加
飾
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
人
手
不
足
、
後
継
者
不
足
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
。



　
商
品
需
要
の
増
加
は
、
大
口
の
受
注
、
急
ぎ
の
注
文
を
と
も
な
っ
た
の
で
、
従
来
の
生
産
方
法
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
産
地

の
対
応
能
力
の
限
界
が
た
と
え
露
呈
さ
れ
て
も
、
輪
島
漆
器
産
地
は
、
手
作
業
の
熟
練
技
術
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
た
め
に
、
技
術

的
な
制
約
上
大
量
生
産
に
は
向
か
な
か
っ
た
し
、
生
産
工
程
が
長
く
、
し
た
が
っ
て
、
回
転
率
が
遅
い
た
め
に
、
量
産
・
量
販
に
は
向
か
な

か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
蒔
絵
横
物
の
標
準
セ
ッ
ト
（
一
〇
〇
セ
ッ
ト
）
を
生
産
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
木
地
仕
上
げ
の
終
っ
た
も
の
を
、
塗

り
、
加
飾
を
行
な
っ
て
出
荷
で
き
る
ま
で
に
は
、
生
産
工
程
が
順
調
に
流
れ
た
と
し
て
も
、
通
常
三
カ
月
を
み
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、
塗
の
工
程
が
一
三
～
四
工
程
を
占
め
る
か
ら
、
音
然
乾
燥
に
時
間
が
か
か
る
た
め
で
あ
る
。
自
然
乾
燥
と
い
う
労
働
工
程

以
外
の
生
産
工
程
の
ウ
ェ
イ
ト
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
規
模
の
拡
大
の
た
め
の
大
き
な
隘
路
で
あ
っ
て
急
ぎ
の
大
量
注
文
に
応

じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
情
の
主
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
は
、
量
産
・
量
販
の
シ
ス
テ
ム
・
機
構
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
方
向
へ
生
産
や
流
通
が
傾

い
た
か
ら
、
技
術
的
な
制
約
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
解
決
の
方
向
が
模
索
さ
れ
た
。
大
口
の
注
文
に
は
応
じ
れ
な
い
と
い
う
事
態
が

度
び
重
な
る
な
ら
ば
、
産
地
の
信
用
の
喪
失
と
な
り
、
他
産
地
に
顧
客
を
と
ら
れ
て
ゆ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
、
産
地
と
し
て
も
環

境
の
変
化
へ
の
体
制
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
手
工
業
的
か
つ
回
転
の
遅
い
生
産
基
盤
の
上
に
　
社
会
的
需
要
を
充
足
し
、
労
働

生
産
性
を
高
め
る
方
法
と
し
て
登
場
し
た
の
が
社
会
的
分
業
で
あ
っ
た
。

　
四
二
～
五
八
年
の
間
に
、
企
業
数
お
よ
び
従
業
者
数
を
著
し
く
増
大
さ
せ
た
の
は
、
加
飾
業
で
あ
っ
た
。
加
飾
業
に
は
沈
金
業
、
蒔
絵

業
、
呂
色
業
の
三
種
類
が
あ
る
が
、
企
業
数
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・
〇
四
倍
、
三
・
〇
二
倍
、
一
．
六
四
倍
と
な
り
、
全
体
と
し
て
は
二
・

．
四
一
倍
に
増
え
た
。
従
業
者
数
で
は
平
均
し
て
約
一
・
八
倍
と
な
っ
た
。
沈
金
業
・
蒔
絵
業
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
八
倍
、
呂
色
業
は
一
・
七

七
倍
に
増
加
し
た
。
年
間
出
荷
額
の
増
大
率
と
し
て
は
、
木
地
部
門
（
指
物
、
曲
物
、
椀
木
地
、
朴
木
地
）
で
は
、
同
期
間
に
五
・
四
倍
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四
二

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
加
飾
部
門
の
平
均
で
は
一
C
倍
と
な
っ
た
。
沈
金
業
は
六
・
八
倍
で
あ
っ
た
が
、
蒔
絵
業
一
一
・
七
倍
、
目
色

業
一
四
・
五
倍
に
成
長
し
た
。

　
加
飾
業
は
、
従
業
者
数
を
減
ら
し
、
機
械
化
を
推
進
し
て
き
た
木
地
業
と
は
異
な
っ
て
、
小
零
細
企
業
の
発
生
と
自
立
化
と
に
よ
っ
て
、

企
業
数
、
従
業
者
数
、
年
間
出
荷
額
が
増
加
し
、
産
地
の
中
で
大
き
な
勢
力
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
昭
和
五
八
年
の
塗
師
業
の
年
間
出
荷

額
の
推
計
は
、
一
三
二
・
七
億
円
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
製
造
経
費
と
し
て
木
地
業
へ
の
支
払
金
額
は
六
二
八
億
円
（
五
・
五
％
）
、
沈

金
業
三
・
九
億
円
、
（
三
・
二
％
）
、
蒔
絵
業
九
・
六
億
円
（
七
・
八
％
）
、
呂
色
葉
二
・
五
億
円
（
二
二
）
％
）
、
計
二
二
・
八
億
円
（
一

八
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
．
、
塗
師
業
の
出
荷
額
の
う
ち
外
注
加
工
費
と
し
て
の
支
払
い
は
、
約
二
）
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
中

で
も
蒔
絵
業
を
中
心
と
し
た
加
飾
業
へ
の
支
払
は
全
出
荷
額
の
二
二
％
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
産
地
の
中
に
加
飾
業
が
多
数
発
生
し
、
成
長
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
次
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
日
　
職
人
不
足
と
労
働
生
産
性
の
増
大

　
産
地
内
に
お
け
る
社
会
的
分
業
の
発
達
と
加
飾
部
門
の
独
立
生
産
者
へ
の
発
展
は
、
ま
ず
は
社
会
的
需
要
に
対
応
し
て
の
労
働
生
産
性

の
向
上
に
あ
っ
た
。
伝
統
的
工
芸
品
に
対
す
る
需
要
の
増
大
－
高
度
経
済
成
長
下
に
み
ら
れ
た
所
得
水
準
の
上
昇
に
と
も
な
う
消
費
の

多
様
化
、
個
性
化
、
高
級
品
化
に
規
定
さ
れ
て
の
一
は
、
生
産
工
程
の
一
部
に
自
動
回
転
風
呂
の
よ
う
に
機
械
化
を
す
す
め
た
が
、
同

時
に
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
生
産
困
難
な
部
門
の
自
立
化
の
条
件
を
提
供
し
た
。
資
本
が
少
な
く
、
労
働
力
が
豊
富
に
存
在
し
、

賃
金
も
安
い
と
い
う
経
済
的
条
件
の
も
と
で
手
作
業
に
も
と
づ
い
て
細
々
と
生
産
を
続
け
て
き
た
産
地
に
、
労
働
力
不
足
、
賃
金
上
昇
が

目
立
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
さ
ら
に
著
し
い
需
要
増
大
の
波
が
お
し
よ
せ
る
と
、
小
資
本
の
自
立
化
が
促
進
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
労
働
力

不
足
・
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
牧
歌
的
な
時
代
に
お
い
て
は
、
熟
練
し
た
技
術
力
を
も
つ
塗
一
師
業
や
加
飾
業
は
、
熟
練
技



術
の
お
か
げ
で
、
よ
い
仕
事
が
と
れ
、
経
済
的
に
も
時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
、
た
い
て
い
一
人
や
二
人
の
徒
弟
を
か
か
え
、
作

業
時
間
の
余
裕
を
み
て
、
仕
事
を
教
え
、
技
術
を
習
わ
せ
、
個
人
的
な
面
倒
を
み
て
き
た
．
、
ま
た
徒
弟
に
入
る
農
家
の
二
男
、
三
男
も
、

他
に
こ
れ
と
い
っ
た
仕
事
が
な
か
っ
た
の
で
、
た
と
え
安
い
賃
金
で
あ
っ
て
も
、
一
生
懸
命
に
な
っ
て
仕
事
を
覚
え
、
将
来
自
立
す
る
夢

を
も
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
景
気
が
よ
く
て
、
次
か
ら
次
へ
と
仕
事
が
舞
込
ん
で
、
親
方
の
方
も
仕
事
に
追
わ
れ
、
徒
弟

や
見
習
の
こ
ま
か
い
面
倒
を
み
る
暇
も
な
く
な
る
と
、
そ
の
親
方
の
も
と
で
働
い
て
い
た
一
人
前
の
技
術
の
あ
る
人
は
、
こ
れ
以
上
指
導

が
え
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
次
第
に
自
立
化
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
．
そ
れ
は
賃
金
労
働
者
と
し
て
仕
事
を
す
る
よ
り
も
、
加
工
賃

が
た
と
え
安
く
て
も
、
早
朝
よ
り
夜
遅
く
ま
で
仕
事
に
熱
中
し
た
方
が
収
入
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
、
塗
師
業
か
ら
す
れ

ば
、
自
立
す
る
と
い
え
ば
い
や
と
も
い
え
な
か
っ
た
し
、
職
人
も
不
足
し
、
賃
金
も
上
昇
し
た
の
で
、
受
注
の
季
節
的
な
変
動
や
福
利
厚

生
費
等
を
計
算
す
る
と
、
人
員
規
模
は
最
少
限
に
縮
小
し
　
需
要
の
旺
盛
な
時
期
に
は
外
注
に
仕
事
を
ま
わ
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

個
数
賃
金
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
安
く
商
品
が
生
産
さ
れ
た
の
で
、
塗
師
業
も
雇
用
人
数
を
増
や
す
よ
り
も
下
請
外
注
の
増
加

の
道
を
選
択
し
た
。

　
下
請
外
注
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
家
庭
の
主
婦
且
婦
人
労
働
力
や
農
村
の
労
働
力
が
動
員
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
農
業
労
働

力
の
吸
収
は
産
地
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
昭
和
三
〇
年
代
以
後
の
農
業
は
、
基
盤
整
備
や
構
造
改
善
事
業
も
加
わ
っ
て
、

農
薬
、
肥
料
、
農
機
具
の
急
速
な
変
革
と
進
歩
と
が
み
ら
れ
、
単
位
面
積
当
り
に
投
下
さ
れ
る
べ
き
必
要
労
働
日
数
は
急
速
に
減
少
し
た
。

だ
が
農
業
に
あ
っ
て
は
、
工
業
と
は
異
な
っ
て
、
土
地
所
有
に
制
限
が
あ
る
の
で
、
耕
地
規
模
の
拡
大
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
節
約
さ
れ

た
労
働
力
は
余
剰
労
働
力
に
転
化
し
、
就
労
の
機
会
を
必
要
と
し
た
。
一
部
は
都
市
を
は
じ
め
他
地
域
へ
流
出
し
、
一
部
は
地
元
に
働
く

　
　
一
第
一
、
一
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
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機
会
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
も
そ
も
農
村
地
域
な
る
も
の
は
、
一
定
の
自
給
自
足
的
な
経
済
の
均
衡
関
係
の
上
に
な
り

た
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
品
流
通
f
農
薬
、
肥
料
、
農
機
具
は
も
ち
ろ
ん
、
食
料
品
、
衣
料
品
、
テ
レ
ビ
や
自
動
車
な
ど
の

耐
久
消
費
財
、
そ
の
他
多
様
な
工
業
製
品
の
流
通
一
が
活
発
化
す
る
と
、
農
家
経
済
に
お
け
る
収
入
と
支
出
の
均
衡
が
破
れ
、
現
金
収

入
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
農
家
は
生
産
物
以
上
の
工
業
製
品
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
一
定
の
追
加
的
な
貨
幣
収
入
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
生
産
物
を
継
続
的
に
販
売
す
る
か
、
自
分
の
労
働
■
力
を
売
る
以
外
に
は
な
か
っ
た
。
農
家
の
二
男
、
三
男
が
ま
ず
漆
器
業
に

従
事
し
、
さ
ら
に
農
業
を
さ
さ
え
て
い
た
人
た
ち
も
し
だ
い
に
漆
器
業
に
包
摂
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
農
業
の
生
産
性
向
上
に
よ
る

余
剰
労
働
力
の
形
成
と
商
品
流
通
の
発
達
に
と
も
な
う
現
金
収
入
の
必
要
性
の
高
ま
り
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
農
業
に
お
け
る
土
地
所

有
の
拡
大
に
制
約
の
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
一
だ
ん
と
推
進
さ
れ
、
耕
地
面
積
の
少
な
い
農
業
が
短
期
間
に
基
盤
整
蹄
さ

れ
、
機
械
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
農
業
の
分
解
と
同
時
に
他
産
業
へ
の
就
業
を
推
進
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
中
堅
農
家
が
漆
器
業
に

多
く
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
意
識
と
し
て
は
、
漆
器
業
の
意
識
で
は
な
く
、
早
朝
よ
り
夜
遅
く
ま
で
働
く
こ
と
を
正
常
と
す
る
農

業
意
識
と
習
慣
が
産
地
の
中
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
労
働
時
間
の
延
長
に
よ
る
加
工
賃
収
入
を
増
加
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま

れ
ば
、
小
資
本
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
作
業
が
く
り
か
え
さ
れ
、
単
純
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
個
数
加
工
賃
の
支
払
い
に
よ
っ
て
労
働
の

強
化
と
労
働
時
間
の
延
長
に
よ
る
成
果
を
吸
収
で
き
、
さ
ら
に
規
模
も
組
織
も
簡
単
で
意
志
決
定
も
迅
速
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
下
請
外
注
が
有
利
な
生
産
方
法
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
口
　
資
本
不
足
の
補
完

　
外
注
加
工
の
増
え
た
要
因
の
第
二
は
、
資
本
蓄
積
の
補
完
で
あ
っ
た
。
市
場
の
拡
大
は
、
生
産
規
模
の
拡
張
を
要
請
し
た
が
、
そ
の
た

め
に
は
職
人
数
を
あ
る
程
度
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
作
業
場
、
倉
庫
、
車
庫
等
の
建
造
物
の
増
築
が
必
要
で
あ
っ
た
。



表2一㈲　輪島漆器塗師業の外注比較

計

　　1　塗　　　り
計1上劃下塗1研物

204

438

121

503

3151611。8』5

3翻謡511
1・108i116233…154

　　加　　　　飾

蒔絵　沈金i呂色

　　　　　1
　206　　　55　　　54
　　1
　4681　　136　　　137

2ρ16
狽T3gi516

　720i　　197　　　191

一平出一平外
企荷1骭s
業均額業均額

　　　　　1万円
金3人以下1，295　519
　4～10　　　4，431　1，179

　11人以上25，5584，193
額1計（平均）：7・4481・611

2．715．8

1．3　9．9

2．q　4、4
　12．11　6．8

8．3

5．5

1．7

3．1

　　　　14．21　24．4！　　4．7

　1　　：
3．11　16．7　　3．1

2．〇一 @12．0　　 0．7

2．61　14．9　　　1．6

5．9　4．2
　1
0．引　3．1
7．912．1

　ラ9．71　2．6

　　　％

100．0　　40．1
　　　　1
100．0　　26．6

100・OI16・4

100．α　　21．6
　　　　！

3人以下

4～10

11人以上

計（平均）

額
　
　
構
成
比

（出所）前掲

－
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一

規
模
の
大
き
い
塗
師
業
に
お
い
て
は
、
販
路
の
拡
大
に
対
応
し
て
建
物
の
新

築
・
増
築
を
行
な
っ
て
近
代
的
な
企
業
へ
脱
皮
し
、
自
社
内
に
お
け
る
一
貫
生

産
の
道
を
歩
ん
だ
が
、
中
規
模
の
塗
師
業
に
お
い
て
は
、
現
在
の
作
業
場
や
倉

庫
で
は
狭
く
て
、
月
々
の
受
注
量
を
生
産
し
て
ゆ
く
に
は
能
力
を
こ
え
て
は
い

る
が
、
規
模
拡
大
す
る
に
は
資
本
の
蓄
積
が
た
り
ず
、
資
本
投
下
す
れ
ば
過
剰

投
資
と
な
る
心
配
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
中
小
塗
師
業
は
次
の

よ
う
な
方
法
を
採
用
し
た
。
生
産
工
程
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
塗
工
程

は
自
社
で
行
な
い
、
経
済
効
率
を
高
め
、
木
地
部
門
や
加
飾
工
程
は
全
面
的
に

外
注
に
依
存
す
る
と
い
う
方
向
で
あ
っ
た
。
木
地
業
や
加
飾
業
が
納
屋
や
は
な

れ
を
改
造
し
、
あ
る
い
は
増
築
を
行
な
っ
て
、
機
械
を
買
い
、
原
料
や
道
具
を

購
入
し
、
出
来
高
払
い
に
よ
っ
て
生
産
を
行
な
え
ば
、
そ
の
作
業
工
程
に
必
要

な
資
本
の
投
下
が
免
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
域
に
存
在
す
る
遊
休
施
設
や
小

資
本
を
動
員
し
、
資
本
蓄
積
の
不
足
を
補
完
し
、
生
産
力
を
高
め
て
き
た
。
そ

し
て
関
連
産
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
上
昇
、
納
屋
の
改
・
増
築
と
い
う
固

定
資
本
の
投
下
の
利
益
は
、
下
請
業
者
そ
れ
自
体
に
還
元
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

も
、
低
い
加
工
賃
を
通
じ
て
塗
一
師
業
に
移
転
し
、
彼
ら
の
資
本
の
節
約
と
し
て

あ
ら
わ
れ
た
。
外
注
加
工
を
最
も
多
く
利
用
し
た
の
は
、
従
業
者
一
一
人
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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六

の
企
業
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
一
〇
人
以
下
の
中
小
塗
師
業
で
あ
っ
た
（
二
人
以
上
の
企
業
の
平
均
の
出
荷
額
に
対
す
る
外
注
費
の

割
合
は
一
六
・
四
％
に
す
ぎ
ず
、
内
製
費
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
い
が
、
四
～
一
〇
人
で
は
外
注
費
が
二
六
・
六
％
を
占
め
、
三
人
以
下

で
は
全
体
の
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
加
飾
の
み
な
ら
ず
塗
工
程
も
外
注
に
依
存
し
て
い
る
）
。
生
産
能
力
の
拡
大
と
い
う
観
点

か
ら
は
相
対
的
な
立
遅
れ
の
み
ら
れ
た
中
小
塗
師
業
は
、
こ
の
よ
う
に
加
飾
・
塗
工
程
や
木
地
工
程
を
下
請
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇

用
面
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
蓄
積
に
お
い
て
も
、
著
し
く
立
遅
れ
て
い
る
大
規
模
企
業
と
の
格
差
を
克
服
し
、
需
要
増
加
に
対
応
し
よ
う

と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
国
　
市
場
の
拡
大
と
加
飾
業
の
発
展

　
輪
島
漆
器
産
地
に
お
い
て
加
飾
業
が
増
え
た
の
は
、
職
人
不
足
U
賃
金
の
上
昇
、
機
械
化
の
困
難
、
資
本
の
蓄
積
の
不
足
と
い
っ
た
諸

要
因
の
ほ
か
に
、
市
場
構
造
の
質
的
な
変
化
の
要
因
も
無
視
で
き
な
い
。
高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
う
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
輪
島

漆
器
に
対
す
る
需
要
は
量
的
に
増
大
し
た
だ
け
で
な
く
質
的
に
高
度
化
し
た
。
漆
器
は
実
用
性
の
み
な
ら
ず
趣
味
的
、
装
飾
的
性
格
を
強

く
も
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
需
要
動
向
は
高
級
化
、
多
様
化
、
個
性
化
の
傾
向
を
示
し
た
。
同
じ
製
品
に
対
し
て
も
見
栄
え
の
す
る
斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
が
要
請
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
高
級
品
化
の
傾
向
は
、
い
わ
ゆ
る
付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
生
産
の
道
を
可
能
と
し
た
。
産

地
と
し
て
は
、
塗
の
上
に
加
飾
を
施
し
て
、
よ
り
高
い
商
品
価
格
で
の
取
引
の
根
拠
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
賃
金
や
原
材
料
価
格
が
上
昇
し
た
か
ら
と
い
っ
て
既
存
の
商
品
価
格
に
そ
の
上
昇
分
を
上
乗
せ
し
て
価
格
改
訂
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

商
慣
習
上
種
々
の
抵
抗
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
社
会
的
に
み
て
妥
当
な
価
格
を
設
定
し
、
付
加
価
値
を
入
手
し
、
資
本
の
蓄
積
を
行
な
い
う

る
た
め
に
は
、
一
方
で
は
新
商
品
の
開
発
（
た
と
え
ば
座
卓
、
パ
ネ
ル
、
茶
道
具
、
屠
蘇
器
、
銘
々
皿
等
）
を
積
極
的
に
す
す
め
、
こ
れ

ら
の
商
品
を
相
対
的
に
高
く
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
本
の
蓄
積
を
可
能
に
し
て
き
た
。
他
方
で
は
加
飾
工
程
に
力
を
入
れ
、
よ
り
多
く
の
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ム
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書
一
　
　
　
　
　
　
　
　
口
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明
明
大
昭

創
造
年
代

『
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一

1　　　41以後

　　（出所）前掲

付
加
価
値
を
手
に
入
れ
た
。
加
飾
技
術
水
準
の
高
い
こ
と
に

よ
っ
て
商
品
を
高
く
販
売
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
塗
だ
け
で
は
、
他
産
地
商
品
と
の
競
争
も
あ
っ
て

商
品
を
高
く
売
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
飾
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
消
費
需
要
の
拡
大
と
高
級
品
化
に
さ
さ
え
ら
れ
て
加
飾
業

が
産
地
に
と
っ
て
重
要
な
地
位
を
占
め
多
く
の
利
潤
を
も
た

ら
し
た
。
加
飾
業
は
産
地
に
と
っ
て
は
絶
対
的
に
不
足
し
て

い
た
か
ら
、
彼
ら
は
ま
じ
め
に
仕
事
さ
え
す
れ
ば
相
当
の
収

入
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
的
事
情
は
、

多
く
の
加
飾
業
者
の
発
生
と
自
立
化
を
促
し
た
。
こ
れ
ま
で

塗
師
業
や
加
飾
業
の
も
と
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
、
専
門
学

校
や
研
修
所
で
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
や
作
家
と
い
わ
れ
る

人
た
ち
が
、
独
立
し
て
加
飾
業
を
営
む
こ
と
と
な
っ
た
。
作

、
業
工
程
を
細
分
化
し
、
専
門
化
し
て
同
一
の
仕
事
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
生
産
性
は
著
し
く
高
め
ら
れ
た
し
、

ま
た
労
働
時
間
の
延
長
や
家
族
労
働
の
支
援
に
よ
っ
て
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



表2一イ7）輪島漆器と会津漆器（木製漆器）の従業者比較
一
論

会津漆器漆器島輪

（
手
描
）

加
飾

手
塗
業

木
地
業

問
屋
製
造

蒔
絵
業

沈
金
業

（1ハ1椙皿［（1（1”vI文19．II S11111麗癖1ザ
マ1二llll！lll引ll：1惨1！1膿ll翼

目
色
業

木
地
業

合
計

関
連
業

塗
師
業

3・6－
T・・奄P7・・122・4126・4

14q238i3491460，238

8．9

127

％l　　　　i
2・3P2・93・Oi5・3
16・828・018・6 P27・2

26．7　　38．5　　39．2i　39．4

11．2　　14・9　　20．6　　　15．8

9・4115・8i18・6112・3

，7001483i102：114
　　　1　　　　1　　　　1

18才以下

19～29才

30～49

50～59

60才以上

合計（人）

（注）（1）輪島漆器は昭和58年8月現在，会津漆器は55年7月現在。

　　図　会津漆器は木製漆器の生産者を対象としている。

　　（3〕会津漆器は福島県『会津漆器産地診断報告書』　（昭和55年度）による。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

効
率
は
高
め
ら
れ
た
。
作
業
と
の
比
較
に
お
い
て
、
加
飾
工
程
は
よ
り
多
く

の
収
入
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
圧
倒
的
に
多
く
の
若
い
人
た
ち
が
加
飾
業
に

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
塗
師
業
の
創
業
年
代
は
、
　
「
戦
前
ま
で
」
が
過
半
数
以
上
を

占
め
、
　
「
昭
和
四
一
年
以
後
」
は
わ
ず
か
九
・
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
代

表
者
の
年
齢
も
四
〇
歳
以
下
は
一
〇
二
二
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
加
飾
業
の
創
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
呂
色
業
三
九
・
一

％
、
沈
金
業
五
二
・
一
％
、
蒔
絵
業
五
六
・
六
％
を
占
め
、
代
表
者
の
年
齢
に

つ
い
て
も
、
四
〇
歳
以
下
が
呂
色
業
一
七
・
八
％
、
沈
金
業
三
五
・
二
％
、

蒔
絵
業
二
六
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。
従
業
者
の
年
齢
も
、
二
九
歳
以
下
の

占
め
る
割
合
が
、
木
地
業
二
一
・
六
％
、
呂
色
業
三
二
・
五
％
、
沈
金
業
一

九
・
七
％
、
蒔
絵
業
四
六
・
三
％
占
め
て
お
り
、
代
表
者
の
み
な
ら
ず
従
業

者
も
一
般
的
に
若
い
人
達
が
多
い
。

　
輪
島
漆
器
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
が
若
い
と
い
う
こ
と
は
、
他
産
地
と

比
較
す
れ
ば
き
わ
め
て
特
殊
的
で
あ
る
。
他
産
地
で
は
高
齢
化
が
顕
著
だ
か

ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
会
津
漆
器
産
地
と
比
較
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
会
津

漆
器
産
地
の
場
合
に
は
、
塗
師
業
主
導
型
で
あ
る
輪
島
漆
器
産
地
と
は
異
な



っ
て
、
問
屋
支
配
型
で
あ
る
が
、
全
体
に
高
齢
化
が
目
立
ち
、
木
地
業
、
手
塗
業
及
び
加
飾
業
（
手
描
き
）
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
五

〇
歳
以
上
の
人
た
ち
が
圧
倒
的
に
多
い
。
従
業
者
の
う
ち
五
〇
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
は
、
製
造
問
屋
二
七
・
七
％
、
木
地
業
四
四
・
二

％
、
手
塗
業
四
八
二
二
％
、
加
飾
業
五
四
・
六
％
で
あ
る
。
若
い
人
た
ち
は
、
成
型
、
吹
付
、
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
や
、
さ
ら
に
仏
壇
・
仏
具
、
漆
器
製
家
具
お
よ
び
産
地
卸
売
業
に
従
事
す
る
傾
向
に
あ
っ
て
、
輪
島
漆
器
産
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
加

飾
業
に
若
い
人
た
ち
は
集
ま
っ
て
い
な
い
。
輪
島
漆
器
産
地
は
木
製
漆
器
を
中
心
と
し
た
手
作
業
の
産
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
商
品
需
要
の

拡
大
に
た
い
し
て
は
、
社
会
的
分
業
と
加
飾
工
程
の
拡
充
で
も
っ
て
対
応
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
会
津
漆
器
産
地
の
場
合
に
は
、
社
会

的
分
業
の
推
進
の
ほ
か
に
木
製
漆
器
の
生
産
も
機
械
化
を
す
す
め
、
さ
ら
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
量
産
化
の
方
向
を
た
ど
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
手
作
業
を
中
心
と
し
た
生
産
工
程
は
加
飾
業
だ
け
で
な
く
一
般
的
に
陽
の
目
を
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
手
作
業
を
中
心
と
し
た
木
製
漆
器
の
産
地
は
、
加
飾
工
程
等
の
関
連
部
門
の
肥
大
成
長
と
い
う
社
会
的
分
業
の
発
達
に
よ
っ
て
社
会
的

需
要
の
拡
大
に
対
応
し
て
き
た
が
、
と
こ
ろ
で
第
二
次
石
油
危
機
後
の
急
激
な
需
要
減
少
に
は
い
か
な
る
対
応
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。　

㈲
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
と
産
地
動
向

　
経
済
成
長
期
に
は
消
費
需
要
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
高
級
品
化
、
多
様
化
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
の
で
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
生
産
の

道
が
開
け
た
。
産
地
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
消
費
構
造
の
高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
塗
の
上
に
加
飾
を
行
な
っ
て
、
相
対
的
に
高

い
価
格
で
取
引
き
さ
れ
る
方
向
を
め
ざ
し
た
。
加
飾
部
門
に
お
い
て
は
社
会
的
分
業
化
が
す
す
み
、
多
く
の
独
立
し
た
小
企
業
が
発
生
し

た
。　

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
石
油
危
機
以
後
、
国
民
所
得
の
伸
び
率
の
鈍
化
の
中
で
、
消
費
需
要
は
低
迷
し
、
高
級
品
化
に
歯
ど
め
が
か

　
　
一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
1
論
　
　
　
文
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

か
っ
た
。
商
品
の
機
能
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
消
費
者
は
必
要
な
も
の
以
外
は
購
入
し
な
く
な
る
と
、
過
当
競
争
－
企
業

間
・
産
地
間
・
異
業
種
間
の
一
が
頭
を
含
げ
、
企
業
間
の
格
差
が
目
立
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
全
体
的
に
は
、
商
品
の
製
造
原
価
は
上
昇

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
高
度
経
済
成
長
期
の
よ
う
に
商
品
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
。

　
産
地
と
し
て
は
、
人
件
費
、
原
材
料
費
、
包
装
荷
造
り
、
輸
送
費
等
の
諸
コ
ス
ト
の
相
つ
ぐ
値
上
り
を
吸
収
す
る
た
め
に
、
依
然
と
し

て
加
飾
工
程
を
重
視
し
て
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
生
産
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
沈
金
、
蒔
絵
、
呂
色
等
の
加
飾
が
行
な

わ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
商
品
は
昔
の
よ
う
に
高
い
価
格
で
取
引
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
逆
に
需
要
の
低
迷
、
減
退
、
過
当
な
競

争
に
よ
っ
て
商
品
価
格
の
値
下
り
を
開
始
し
た
。
産
地
と
し
て
は
コ
ス
ト
高
製
品
安
と
な
り
、
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
受
注
ロ
ッ
ト
は
著

し
く
小
口
化
し
、
必
要
な
数
量
だ
け
し
か
取
引
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
く
の
付
加
価
値
を
も
た
ら
す
は
ず
の
加
飾
工

程
は
、
手
間
ひ
ま
を
か
け
た
割
に
は
利
益
を
生
じ
な
い
工
程
に
転
化
し
た
。
つ
ま
り
加
飾
の
労
働
に
み
あ
う
だ
け
の
十
分
な
加
工
賃
収
入

が
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
企
業
と
し
て
自
立
し
た
以
上
は
、
今
さ
ら
事
業
活
動
を
や
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
た
と

え
安
い
価
格
の
注
文
で
あ
っ
て
も
、
商
品
の
数
量
を
こ
な
し
、
長
時
間
労
働
で
補
っ
て
、
採
算
の
と
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は
自
然
の
な

り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
規
模
の
大
き
い
塗
師
業
は
、
仕
事
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
て
、
外
注
を
減
ら
し
て
内
製
化
を
行
な
い
、
一
貫
生
産
に
き
り
か
え
つ

つ
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
下
請
の
木
地
業
、
加
飾
業
で
は
仕
事
が
少
な
く
な
り
深
刻
な
状
況
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
企
業
経
営
上
の
重
要
な
問
題
と
し
て
産
地
の
企
業
が
ま
ず
第
一
に
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
受
注
の
不
安
定
、

小
量
受
注
、
売
上
不
振
、
安
い
受
注
単
価
で
あ
っ
た
。
受
注
の
不
安
定
、
小
量
受
注
を
指
摘
し
た
企
業
は
、
塗
師
業
の
四
八
二
二
％
、
木

地
業
六
二
・
四
％
、
沈
金
業
七
〇
二
％
、
蒔
絵
業
七
六
％
の
企
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
受
注
単
価
が
安
い
」
を
あ
げ
た
企
業
は
、
塗
一
師



業
で
は
一
六
・
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
呂
色
業
五
二
・
四
％
、
沈
金
業
四
七
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
蒔
絵
業
や
沈
金
業
に
お
い
て

は
、
七
〇
％
を
こ
え
る
企
業
は
仕
事
が
不
安
定
で
少
な
い
と
し
、
呂
色
業
や
沈
金
業
の
五
割
の
企
業
が
単
価
が
安
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
加
飾
工
程
は
技
術
力
が
重
要
な
地
位
を
占
め
る
の
で
、
仕
事
が
な
く
、
単
価
も
安
く
な
る
と
、
同
業
者
の
格
差
は
目
立
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
く
る
。
経
験
年
数
も
豊
富
で
、
技
術
水
準
も
高
く
、
地
元
で
信
頼
の
あ
る
業
者
に
は
仕
事
が
集
中
す
る
が
、
そ
う
で
な
く
最
近
独
立
し

た
ば
か
り
の
経
験
年
数
の
少
な
い
業
者
に
は
よ
い
仕
事
は
ま
わ
っ
て
こ
な
い
。
か
つ
て
は
技
術
水
準
■
は
低
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ

と
仕
事
が
と
れ
た
の
に
、
現
在
で
は
全
く
仕
事
が
な
い
と
い
う
。

　
従
業
者
一
一
人
以
上
の
塗
師
業
を
除
け
ば
五
五
年
対
比
五
八
年
の
売
上
高
は
、
平
均
一
〇
％
を
こ
え
る
減
少
で
あ
り
、
木
地
、
呂
色
、

沈
金
、
蒔
絵
業
の
合
計
で
は
（
二
〇
二
企
業
の
合
計
）
一
三
・
○
％
の
減
で
あ
っ
に
。

　
五
八
年
は
五
七
年
に
比
較
し
て
売
上
高
は
伸
び
た
の
で
、
五
七
年
の
景
況
よ
り
は
よ
か
っ
た
。
落
ち
こ
み
の
ひ
ど
か
っ
た
五
七
年
と
五

五
年
と
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
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表2一〔8）55年売上高

　　　　　対比57年売上高比較

企業数1割合

　　121i100．

7
1
－
6
晃
壌
ぽ
4
3

　　計

50％　超

30～　149

20～　129

10－　119

01～　109

小　　計

晶　　　　　　　I　　　　　I
剛　年　並　　　　18
　　　（100％）1

90～99 P　24
　80～　　89　　1　　　　　12

　70～　79　　　　　10

　60～　　69　　　　　　4

　6

　4

60

50～　59

50％未満

小　　計

（出所）前掲

一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一

　
塗
師
業
一
二
一
社
の
五
五
年
対
比
五
七
年
の
売
上

高
の
増
加
し
て
い
る
企
業
は
四
三
社
（
三
五
・
五

％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
減
少
し
て
い
る
企
業
六

〇
社
（
四
九
・
六
％
）
、
変
化
せ
ず
一
八
社
（
一
四
・

九
％
）
で
あ
り
、
約
半
数
の
企
業
で
落
ち
こ
ん
で
い

る
。
中
で
も
売
上
高
が
二
一
％
以
上
減
少
し
た
と
い

う
企
業
が
全
体
の
二
〇
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
1
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五
二

目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
企
業
間
の
格
差
が
目
立
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
五
五
年
か
ら
七
年
の
二
年
間
に
は
、
諸
経
費
が
上
昇
し
て
い
る
か
ら
、
売
上
げ
不
振
の
た
め
に
企
業
経
営
は
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
人

員
の
削
減
、
外
注
の
減
少
、
設
備
・
機
械
の
投
資
の
抑
制
、
在
庫
減
ら
し
、
売
れ
る
商
品
の
生
産
、
賃
金
や
外
注
単
価
の
再
検
討
等
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
コ
ス
ト
の
切
り
つ
め
に
よ
っ
て
も
、
受
注
の
減
少
が
大
き
い
と
き
に
は
、
企
業
は
存
立
を
維
持
で
き
な
く
な
る
。

そ
こ
で
競
争
の
原
理
が
頭
を
台
げ
、
最
近
急
増
し
た
の
は
、
弱
小
企
業
の
転
廃
業
で
あ
っ
た
。
最
近
転
廃
業
し
た
企
業
の
割
合
は
、
塗
師

表2一（9）最近の輪島

　　　　漆器産地の転廃業

　　　　　　昭和58年8月

転企1割
廃業1

業数　合

　18…10．3

　13　17．3

　　5－　13．9

　　6i　7．1

　34　18．8

企
業
数

調
査
対
象

761　13．8

塗師業i175
木地業175一

目色業1　36
沈金業…　84

蒔絵業　　181

計　！551

要
の
増
加
に
対
応
し
て
き
た
輪
島
漆
器
産
地
は
、

て
対
応
し
て
い
る
。
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
は
、

を
発
生
さ
せ
て
い
る
。

　
　
2
　
有
田
焼
産
地

　
①
産
地
の
概
況

　
　
業
で
全
体
の
一
〇
・
三
％
、
木
地
業
一
七
・
三
％
、
呂
色
業
コ
ニ
・
九
％
．
沈
金

　
　
業
七
二
％
、
蒔
絵
業
一
三
・
八
％
で
あ
る
。

　
　
　
転
廃
業
の
理
由
と
し
て
は
、
　
「
高
齢
の
た
め
」
、
　
「
後
継
者
が
い
な
い
」
、
　
「
他

　
　
に
ょ
い
就
職
口
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
理
由

掲
　
　
　
　
　
　
　
，
　
、

前
　
　
は
、
　
「
仕
事
が
な
く
　
や
っ
て
ゆ
け
な
い
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　所
　
　
か
つ
て
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
社
会
的
分
業
化
し
、
加
飾
部
門
の
拡
充
に
よ

咄　
　
り
産
地
の
生
産
力
が
高
め
ら
れ
た
。
社
会
的
分
業
の
発
達
に
よ
っ
て
、
社
会
的
需

今
日
長
期
的
な
し
か
も
急
激
な
需
要
の
減
少
の
中
で
加
飾
業
等
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ

　
　
企
業
の
転
廃
業
を
強
制
し
、
産
地
に
は
新
た
に
雇
用
や
賃
金
問
題
等
の
労
働
問
題
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利 売上高

益

（注）グラフは業況など各項目について前年同期と比較して良かった企業の割合か

　　ら悪かった企業の割合の差を表示したものである。

　　　たとえば業況が良かった企業の割合が回答企業全体の35．0％，悪かった企

　　業の割合が同20．0％であったとすると，その差15．0ポイントを表示する。

　　　窯元139社，卸売業35社・小売業105社・卸小売業7社・錦付業44社，生地

　　製造業22社，陶土業3社，その他関連企業33社，合計388社を調査対象とし

　　たもの。

（出所）佐賀県・有田町・大有田焼振興協同組合『有田焼産地景況調査報告書』

　　　　（昭和56年11月）

　
　
五
四

　
中
小
企
業
事
業
団
が
業

種
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

景
気
動
向
の
う
ち
窯
業
土

石
製
造
業
（
全
国
）
四
八

八
社
の
動
向
に
よ
れ
ば
、

五
五
年
一
〇
月
以
後
、
一

だ
ん
と
不
況
感
が
深
ま
っ

て
お
り
、
売
上
高
、
経
常

利
益
、
資
金
繰
と
も
に
著

し
く
落
ち
こ
ん
で
い
る
。

悪
化
の
原
因
と
し
て
は
、

売
上
数
量
一
の
減
少
六
〇
・

四
％
、
売
上
単
価
の
低
下

一
六
・
九
％
、
原
材
料
の

上
昇
九
・
七
％
を
あ
げ
て

い
る
。
五
五
年
夏
以
後
の

景
況
の
急
激
な
悪
化
と
停



図2一（6）常滑焼売上高と利益の推移（D．1）

売上高

利　益
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D．1　0
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　　　－20

一30
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－60

一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一

一70

　　　　　53年　　　　　　　　　　　　　54　　　　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　　　　　　　　56

　　　　　1 4 7101　4　71014　7101　4
7

　　　　　～　l　l　l　l　l　l　l　l　～　l　l　l　l　l

　　　　　369123691236912369（注）陶管21社，植木鉢92社，花器7社，茶器80社・タイル・建材32社・衛生陶器

　　12社，玩具置物39社，陶土7社，石膏15社，卸・小売業28社・その他13社・

　　合計346社を対象としたもの。

（出所）常滑市役所『常滑焼産地景気動向調査』　（昭和57年3月）

滞
色
の
深
化
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
全
国
陶
磁
器
産
地
に

共
通
で
あ
り
、
販
売
不
振
に

よ
っ
て
企
業
経
営
が
著
し
く

悪
化
し
て
い
る
。
図
2
一
⑤

に
み
ら
れ
る
三
八
八
社
を
対

象
と
し
た
有
田
焼
産
地
の
場

合
も
、
図
2
一
㊨
に
示
さ
れ

る
三
四
六
社
を
対
象
と
し
た

常
滑
焼
産
地
の
場
合
も
、
五

五
年
の
春
な
い
し
は
夏
以
後

売
上
高
、
利
益
率
が
急
激
に

落
ち
こ
ん
で
い
る
。

　
石
油
危
機
後
の
産
地
の
景

況
を
概
括
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

　
①
　
五
四
年
一
〇
月
か
ら

　
　
　
五
五



　
　
1
論
　
　
　
　
文
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
　
五
五
年
二
月

　
石
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
陶
磁
器
の
製
品
単
価
も
高
騰
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
込
み
に
よ
り
、
消
費
地
卸
売
業
及
び
小
売
業
に
お
い

て
は
、
在
庫
を
増
や
し
、
ま
た
産
地
は
売
れ
ゆ
き
良
好
と
予
測
し
て
い
た
。

　
②
　
五
五
年
三
月
か
ら
五
月

　
消
費
地
に
お
い
て
は
、
在
庫
が
十
分
に
あ
り
、
秋
口
に
仕
入
れ
た
商
品
の
支
払
時
期
に
き
て
い
た
が
、
高
金
利
政
策
時
代
へ
の
移
行
に

あ
っ
て
、
手
形
割
引
も
き
び
し
く
な
っ
て
き
た
。
販
売
力
は
当
初
予
想
し
た
よ
う
に
は
伸
び
ず
、
在
庫
調
整
の
必
要
性
が
強
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
。

　
し
か
し
、
産
地
に
あ
っ
て
は
、
依
然
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
受
注
の
商
品
生
産
の
た
め
に
業
績
は
好
調
で
あ
っ
た
。

　
③
　
五
五
年
六
月
か
ら
九
月

　
消
費
地
に
お
い
て
は
、
消
費
需
要
が
急
激
に
落
ち
こ
ん
だ
結
果
、
卸
売
業
・
小
売
業
に
お
い
て
は
、
在
庫
が
急
増
し
、
支
払
期
日
の
き

た
手
形
の
支
払
が
困
難
と
な
っ
た
。
販
売
不
振
に
よ
り
、
受
取
手
形
が
減
少
し
た
た
め
、
手
形
割
引
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
貨
幣
で
満
期

手
形
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
企
業
経
営
は
極
度
に
悪
化
し
た
。

　
五
〇
～
五
二
年
に
赤
字
経
営
に
な
っ
て
い
た
企
業
（
卸
売
・
小
売
店
）
は
、
経
営
の
た
て
な
お
し
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、
売
上
不
振
に

よ
っ
て
負
債
金
額
が
い
ち
ど
に
増
え
、
将
来
見
通
し
が
た
た
ず
倒
産
す
る
企
業
が
発
生
し
た
。
消
費
地
商
人
の
極
度
の
在
庫
調
整
の
強
化

に
よ
っ
て
、
八
月
以
後
受
注
量
が
目
立
っ
て
減
少
し
、
産
地
の
販
売
不
振
、
取
引
の
小
口
化
が
す
す
む
。

　
④
　
五
五
年
一
〇
月
か
ら
五
六
年
三
月

　
消
費
地
の
卸
売
業
・
小
売
業
で
は
、
販
売
不
振
の
結
果
、
合
理
化
、
在
庫
減
ら
し
を
す
す
め
、
発
注
に
つ
い
て
は
売
れ
て
い
る
商
品
の



補
充
程
度
に
し
た
。
売
上
高
の
減
少
を
バ
ー
ゲ
ン
・
セ
ー
ル
で
補
完
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
商
品
の
価
格
は
下
落
し
、
流
通
秩
序
の
混

乱
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
消
費
地
問
屋
や
小
売
店
の
倒
産
、
規
模
縮
小
、
投
機
的
商
品
の
買
付
（
受
取
手
形
の
入
手
を
目
的
と
し
た
商
品
の
販
売
用
の
た
め
の
商

品
仕
入
）
な
ど
の
直
接
の
影
響
を
受
け
て
企
業
倒
産
が
産
地
に
目
立
っ
た
。

　
消
費
需
要
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
く
わ
し
く
ふ
れ
る
が
、
昭
和
五
五
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
は
、
次
の
事
情
が
消
費
地
や
産

地
の
販
売
不
振
U
過
剰
生
産
・
過
剰
取
引
に
影
響
を
与
え
た
。

　
①
　
五
四
年
一
〇
月
～
五
五
年
七
月
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
．
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
L
P
ガ
ス
、
電
気
料
金
、
資
材
等
の
製
造

コ
ス
ト
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
全
体
的
な
生
産
過
剰
傾
向
の
中
で
商
品
の
単
価
は
上
昇
せ
ず
、
企
業
経
営
は
悪
化
し
た
。
し
か

し
将
来
商
品
は
騰
貴
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
が
あ
っ
た
か
ら
在
庫
を
増
や
し
た
が
、
販
売
不
振
と
な
り
、
在
庫
調
整
の
困
難
に

よ
り
、
金
融
難
が
生
じ
た
。
こ
の
最
大
の
要
因
は
産
油
国
へ
の
国
富
の
移
転
に
よ
る
消
費
需
要
の
削
減
で
あ
っ
た
。

　
第
二
次
石
油
危
機
発
生
前
の
五
三
年
と
比
較
す
れ
ば
、
五
五
年
に
は
約
七
・
○
兆
円
（
鉱
物
性
燃
料
で
は
九
二
二
兆
円
）
の
余
分
の
石

油
代
金
の
支
払
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
こ
の
支
払
増
加
分
が
各
産
業
分
野
に
波
及
し
、
販
売
不
振
、
不
況
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
た
。

　
②
　
雇
用
削
減
、
企
業
倒
産
、
賃
金
抑
制
等
に
よ
り
、
五
五
年
の
現
金
給
与
総
額
の
増
大
率
は
物
価
上
昇
率
よ
り
低
下
し
た
し
、
名
目

賃
金
の
上
昇
率
は
物
価
の
そ
れ
よ
り
も
低
か
っ
た
の
で
、
実
質
賃
金
U
実
質
購
買
力
は
低
下
し
た
。

　
③
　
在
庫
調
整
に
よ
る
需
要
の
減
退

　
五
五
年
八
月
以
後
消
費
地
卸
売
業
・
小
売
業
に
お
い
て
、
本
格
的
な
在
庫
べ
ら
し
が
す
す
ん
だ
の
で
、
産
地
の
販
売
不
振
が
目
立
っ
て

あ
ら
わ
れ
た
。

　
　
一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
i
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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④
　
冷
夏
長
雨
の
被
害
、
雪
害
、
霜
害
等
に
よ
る
異
常
気
象
の
発
生
に
よ
る
農
家
所
得
の
減
少

　
⑤
　
婚
姻
件
数
、
新
設
住
宅
着
工
数
の
激
減
に
よ
る
消
費
需
要
の
減
少

　
以
上
の
よ
う
な
諸
要
因
が
複
合
化
さ
れ
、
昭
和
五
五
年
の
消
費
需
要
の
減
少
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
へ
の
産
地
の
対
応
と
し
て

は
、
輪
島
漆
器
産
地
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
経
済
成
長
期
の
社
会
的
分
業
に
よ
っ
て
急
成
長
を
と
げ
た
工
程
、
と
く
に
下
請
外
注
企
業
の

合
理
化
、
人
員
べ
ら
し
、
設
備
投
資
や
借
入
の
抑
制
、
諸
経
費
の
切
り
つ
め
等
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
し
か
し
消
費
需
要

の
減
少
が
急
激
か
つ
大
幅
で
短
期
間
に
進
行
し
た
の
で
、
機
械
化
を
推
進
し
、
量
産
体
制
を
と
っ
て
い
た
産
地
で
は
、
消
費
地
の
問
屋
や

小
売
店
の
企
業
倒
産
の
影
響
を
受
け
て
多
く
の
有
力
な
企
業
が
破
産
し
た
。
こ
の
点
で
は
、
手
作
業
に
基
礎
を
お
く
産
地
で
は
み
ら
れ
な
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1
）

い
状
況
に
あ
っ
た
。
有
田
・
波
佐
見
両
町
に
わ
た
る
陶
磁
器
産
地
の
連
関
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
企
業
倒
産

の
状
況
と
波
及
過
程
に
ふ
れ
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
ω
・
第
二
次
石
油
危
機
後
の
企
業
倒
産

　
肥
前
地
域
の
陶
磁
器
業
界
は
昭
和
五
五
年
一
〇
、
一
一
月
ほ
ど
き
び
し
い
不
況
に
見
ま
わ
れ
た
時
期
は
な
か
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
以
後

不
況
知
ら
ず
と
い
わ
れ
た
産
地
も
、
五
五
年
一
〇
月
一
一
日
産
地
問
屋
（
有
）
さ
さ
ぐ
ち
陶
器
の
倒
産
（
負
債
金
額
八
・
三
億
円
）
、
同

月
二
一
日
金
子
産
業
（
株
）
の
和
議
申
請
（
負
債
金
額
一
九
・
六
億
円
）
、
同
月
二
九
日
産
地
問
屋
（
有
）
鳳
山
堂
の
和
議
申
請
（
負
債

金
額
六
・
五
億
円
）
等
規
模
の
大
き
い
有
力
企
業
の
倒
産
が
発
生
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
企
業
倒
産
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
都
市
の
企
業
倒
産
の
影
響
を
受
け
、
連
鎖
的
に
破
産
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
一
年
八
月
山
京
陶
器
（
土
岐
市
）
の
倒
産
、
五
三
年
八
月
（
株
）
フ
ラ
ワ
ー
商
会
（
大
阪
市
）
、
陶
雅
堂
（
東
京
都
）
、
亀
野
（
大
阪

市
）
の
倒
産
の
影
響
を
受
け
、
五
四
年
に
は
手
形
の
や
り
く
り
で
き
り
抜
け
て
き
た
が
、
五
五
年
に
入
っ
て
さ
ら
に
、
陶
苑
（
仙
台
市
）
、



河
野
（
神
戸
市
）
、
山
崎
商
事
（
大
阪
市
）
、
東
洋
セ
ラ
コ
ン
（
土
岐
市
）
、
萬
成
物
産
（
大
阪
市
）
、
ホ
ダ
カ
（
東
京
都
）
、
ト
ー
ホ
ー

（
大
阪
市
）
、
A
シ
ョ
ッ
プ
（
尼
崎
市
）
、
き
ょ
た
陶
器
等
の
相
つ
ぐ
倒
産
に
よ
り
、
受
取
手
形
が
不
渡
り
と
な
り
、
手
形
の
決
済
が
不
可

能
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
倒
産
企
業
の
負
債
金
額
が
大
き
い
た
め
に
産
地
へ
の
波
及
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
金
子
産
業
の
場
合
の
債
務
者
一
八

○
人
、
さ
さ
口
陶
器
の
場
合
陶
磁
器
メ
ー
カ
三
二
社
、
鳳
山
堂
の
場
合
五
〇
万
円
以
上
の
債
権
を
有
す
る
中
小
企
業
者
八
五
社
に
の
ぼ
り
、

そ
の
波
及
も
あ
っ
て
富
士
陶
器
を
は
じ
め
十
数
社
の
企
業
倒
産
が
発
生
し
た
。
そ
の
倒
産
の
経
過
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
H
　
金
子
産
業
の
例

　
昭
和
三
九
年
八
月
に
個
人
企
業
を
法
人
に
改
め
、
漸
次
事
業
の
拡
張
を
は
か
り
、
工
場
の
増
設
、
従
業
員
の
増
員
を
な
し
、
着
実
に
業
績

を
伸
ば
し
て
き
た
。
と
く
に
創
業
時
か
ら
の
増
設
を
重
ね
た
老
朽
建
物
が
傾
斜
地
に
段
差
的
に
重
な
り
、
増
設
の
た
め
の
余
地
が
な
く
、

合
理
化
さ
れ
た
工
場
建
設
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
四
八
、
九
年
の
好
況
を
反
映
し
て
同
社
は
、
相
当
の
利
益
を
計
上
で
き
た
の
で
、

伊
万
里
市
立
花
町
に
七
、
六
〇
〇
坪
の
工
場
用
地
を
確
保
し
、
工
場
の
増
設
を
行
な
っ
た
。
従
来
二
工
場
あ
っ
て
、
一
つ
は
大
物
を
生
産

し
て
利
益
を
出
し
、
も
う
一
つ
は
小
物
を
つ
く
っ
て
赤
字
記
録
が
続
い
て
い
た
か
ら
、
利
益
の
見
込
み
の
あ
る
大
物
工
場
に
新
鋭
の
機
械

設
備
を
設
置
し
て
、
よ
り
以
上
の
利
益
を
あ
げ
る
べ
く
立
花
工
場
の
新
設
に
取
り
か
か
っ
た
。

　
新
設
工
場
は
五
二
年
一
月
か
ら
操
業
し
た
が
、
そ
の
頃
の
業
界
に
は
、
不
況
の
波
が
次
第
に
迫
り
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
新
鋭
機
械
に
対

す
る
不
馴
れ
も
加
わ
っ
て
、
経
営
赤
字
が
二
年
間
続
き
、
そ
の
う
ち
旧
工
場
の
業
績
も
振
わ
ず
、
運
転
資
金
の
調
達
面
で
き
わ
め
て
困
難

な
状
況
と
な
っ
た
。
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て
ヤ
た
が
　
五
五
年
五
月
の
決
算
で
は
六
六
五
万
円
の
赤
字
を
出

す
に
い
た
り
、
さ
ら
に
同
年
九
月
三
〇
日
の
仮
決
算
で
は
、
六
、

九
五
五
万
円
の
赤
字
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
経
営
の
悪
化
と

債
務
超
過
に
よ
っ
て
、
事
業
の
継
続
は
困
難
と
な
り
、
企
業
は
破

産
し
た
の
で
あ
る
。

　
口
鳳
山
堂
の
例

　
同
社
は
、
昭
和
五
五
年
一
C
月
三
〇
日
資
産
二
億
三
、
O
O
O

万
円
、
負
債
金
額
六
億
三
〇
〇
万
円
、
差
引
負
債
超
過
額
三
億
七
、

O
O
O
万
円
を
か
か
え
倒
産
す
る
が
、
そ
の
負
債
の
発
生
の
最
大

の
原
因
は
、
取
引
先
き
の
倒
産
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
企
業

は
、
昭
和
五
〇
年
六
月
末
決
算
ま
で
は
、
年
間
販
売
額
お
よ
び
利

益
を
順
調
に
増
加
さ
せ
、
営
業
成
績
の
優
良
な
企
業
の
一
つ
で
あ
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そ
の
と
き
に
、
有
力
取
引
先
き
で
あ
る
美
品
堂
に
対
し
て
二
、
C
C
C
万
円
、
き
ょ
た
陶
器
に
対
す
る
一
、
五
C
C
万
円
の
手
形
債
権

が
い
ず
れ
も
不
渡
り
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
さ
さ
口
陶
器
が
倒
産
し
た
た
め
、
七
、
○
O
O
万
円
の
手
形
が
不
渡
り
と
な
り
、
企

業
の
資
金
繰
り
は
極
度
に
悪
化
し
、
運
転
資
金
の
調
達
の
た
め
に
融
通
手
形
を
振
出
す
結
果
と
な
り
、
つ
い
に
、
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二

〇
日
支
払
期
日
の
支
払
手
形
一
、
（
し
○
○
万
円
の
決
済
が
不
可
能
と
な
り
、
会
社
の
破
産
宣
告
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
会
社
の
財
務
状
況
は
、
昭
和
五
三
年
の
決
算
で
は
、
四
二
八
万
円
、
五
四
年
五
月
の
そ
れ
で
は
二
九
万
円
の
そ
れ
ぞ
れ
黒
字
を
計
上
し

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

表2一（10｝鳳山堂資産と負債

　　　　　　昭和55年9月30日（単位：万円）

　　資　　産　　　一　　　負　　債

1　現金・預金　　　6，618　1　支払手形　　34，862－

2　受取手形　　　　589　2　買掛金　　　146

3売掛金　　5，702i3短期借入金　6，098
　　　　　　　　　　ド4　棚卸商品　　　3・202；4　長期借入金　15，932

5貯蔵品　　　1015未払金　　918i
　　　　　　　　　　ド
6前渡金　　32；6預り金　 1421

7貸付金　　　50　7仮受金　 1，701i

8　建物・構築物　3，i25i8　未払給与　　　477
　　　　　　　　　　1
9　機械車輌運搬具　　24219　退職金　　　　160i
　　　　　　　　　　I　　　　　　　一　　　　一　　　1
10　什器備品　　　　179　　　計　　　　　60，2921

11土地　974一一…■■一一一一…一一■
12　電話加入権　　　　24…　債務超過額

13施設利用権　　　　30…　　　　　　37・000万円

14出資金　　　911
15保険積立金　　1，008

　　計23，0061
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表2一価 波佐見町有力問屋の倒産による地元（有田・波佐見等）

陶磁器業への影響　　　　　　　　　　（単位：万円）

ささ口陶器（有） 11　鳳山堂（有）

t企業数一墓劉軍企劃企業数麟

i50万円以上100万円未満

i　　100～　500

　　500～1，000
　　1，000　～4，000

　　4，000万円　以上

　ド

7　　　467

15i　　3，791
　ラ

8　　5，766
　ド

111　21，346

2－　12，208

　67　　1
　　ド　252－

　7211
　　1i
1，941：1

6，104一

　　「：

1一企業
！平均

1σ　　　752
　！

221　　5，083

31　2，043

1i覇

　751
　231：

　681…

　　1
2。059！

　　！4，790：

計 43　　43，578
1ρ131 　　　　「

4337，5451
　　　　1

873

（注）ささ口陶器は昭和55年10月11日に倒産したが，負債金額8．3億円であった。

　　また・鳳山堂は同月29日に和議申請を行ったが，負債金額6．5億円であった。

　　負債金額と陶磁器製造業の債権金額の差額は金融機関，他産地の陶磁器製造

　　業・商人，その他の債権金額である。

　
さ
ら
に
五
五
年
七
月
に
は
、
一
〇
年
近
く
に
わ
た
っ
て
取
引
し
、
総
販

売
額
の
三
〇
％
を
占
め
る
最
大
の
有
力
取
引
企
業
、
株
式
会
社
フ
ラ
ワ
ー

商
会
（
本
社
大
阪
市
）
が
倒
産
し
、
同
年
度
に
お
い
て
一
億
二
、
八
0
0
万

円
の
大
口
貸
倒
れ
が
発
生
し
、
極
度
の
金
融
難
と
企
業
赤
字
が
生
じ
た
。

損
失
金
額
は
六
、
三
七
七
万
円
に
達
し
、
繰
越
損
失
の
合
計
は
八
、
九
五

二
万
円
と
な
っ
た
。
金
融
難
を
回
避
す
る
た
め
に
、
多
額
の
借
入
、
出
資

金
の
増
額
を
図
る
と
と
も
に
、
利
益
率
の
低
い
商
品
の
大
量
仕
入
・
大
量

販
売
を
断
行
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
よ
り
多
く
の
受
取
手
形
を
入
手
し
、

そ
れ
を
割
引
い
て
ゆ
き
づ
ま
っ
て
い
る
金
融
難
を
繰
延
べ
る
た
め
で
あ
っ

た
。
し
か
し
利
益
は
な
く
、
結
果
的
に
は
二
一
三
万
円
の
経
常
損
失
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一

つ
た
。
だ
が
昭
和
五
一
年
八
月
に
大
口
取
引
先
の
一
つ
で
あ
っ
た
山
京
陶

器
（
本
社
土
岐
市
）
の
倒
産
に
よ
り
、
同
社
の
グ
ル
ー
プ
各
社
に
対
し
て

約
六
、
二
五
〇
万
円
の
貸
倒
れ
債
権
が
発
生
し
、
五
二
年
六
月
末
決
算
に

お
い
て
も
経
常
利
益
は
計
上
し
た
も
の
の
債
権
償
却
特
別
勘
定
の
特
別
損

失
の
計
上
を
や
む
な
く
さ
れ
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
利
益
一
、
一
〇
〇
万

円
を
は
る
か
に
こ
え
る
一
、
九
八
六
万
円
の
損
失
を
出
し
、
は
じ
め
て
八

八
六
万
円
の
損
金
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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二

じ
た
。
五
四
年
二
一
月
末
に
は
、
資
産
合
計
五
億
一
千
万
円
、
負
債
合
計
六
億
円
と
な
り
、
九
千
万
円
の
負
債
超
過
と
な
っ
た
。

　
そ
の
う
え
に
、
昭
和
五
五
年
二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
利
益
率
の
低
い
商
品
の
大
量
販
売
先
で
あ
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
寝
装
販
売
（
本
社

大
阪
市
）
、
『
萬
成
物
産
（
同
）
、
ホ
ダ
カ
（
東
京
都
）
、
ト
ー
ホ
ー
（
大
阪
市
）
お
よ
び
A
シ
ョ
ッ
プ
（
尼
崎
市
）
等
相
つ
ぎ
倒
産
し
、
巨

額
の
貸
倒
れ
が
発
生
し
、
金
融
難
を
回
避
す
る
た
め
に
融
通
手
形
が
振
り
出
さ
れ
、
一
時
し
の
ぎ
が
行
な
わ
れ
た
。
金
融
難
は
一
だ
ん
と

深
刻
の
度
合
を
ま
し
、
同
年
九
月
三
〇
日
に
は
債
務
超
過
額
は
三
億
七
、
○
○
○
万
円
に
達
し
た
。
一
〇
月
三
〇
日
満
期
に
達
し
た
支
払

手
形
三
、
五
〇
〇
万
円
の
支
払
が
困
難
と
な
り
、
企
業
は
倒
産
し
た
。

　
倒
産
に
よ
り
、
五
〇
万
円
以
上
の
債
権
を
有
す
る
中
小
企
業
者
八
五
企
業
（
三
億
六
、
三
〇
〇
万
円
）
、
金
融
機
関
八
行
（
二
億
五
、

五
〇
〇
万
円
）
、
そ
の
他
債
権
者
一
〇
企
業
（
一
、
八
○
○
万
円
）
、
計
一
〇
三
社
（
債
権
総
額
六
億
三
、
六
〇
〇
万
円
）
に
直
接
影
響
が

生
じ
た
。

　
日
　
さ
さ
口
陶
器
の
例

　
昭
和
五
四
年
に
年
間
販
売
額
一
二
億
円
を
あ
げ
、
産
地
の
中
堅
成
長
商
社
で
あ
っ
た
さ
さ
口
陶
器
の
倒
産
の
場
合
も
、
消
費
地
の
取
引

先
の
商
店
の
倒
産
に
よ
る
貸
倒
れ
債
権
の
発
生
が
倒
産
の
原
因
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
一
年
大
陽
趣
味
の
会
（
本
社
姫
路
市
）
の
倒
産
に
よ
る
貸
倒
れ
債
権
一
、
三
〇
〇
万
円
、
五
三
年
株
式
会
社
中
島
（
鹿
児
島

市
）
同
一
、
一
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
い
た
が
、
旺
盛
な
事
業
活
動
に
よ
っ
て
何
と
か
や
り
く
り
を
し
て
し
の
い
で
き
た
。
と
こ
ろ
で
五
五

年
に
入
る
と
、
河
野
（
神
戸
市
）
、
山
崎
商
事
（
大
阪
市
）
、
株
式
会
社
ソ
ゴ
（
東
大
阪
市
）
、
有
限
会
社
松
井
（
西
宮
市
）
等
の
倒
産
に

と
も
な
う
不
渡
り
手
形
に
よ
り
多
額
の
貸
倒
れ
債
権
が
発
生
し
、
五
五
年
一
〇
月
一
四
日
五
〇
〇
万
円
の
不
渡
り
手
形
を
出
し
、
事
実
上

倒
産
し
た
。
負
債
金
額
八
億
三
千
万
円
に
達
し
、
債
権
者
の
中
に
は
地
元
窯
元
三
二
社
が
含
ま
れ
て
い
た
。



　
以
上
三
企
業
の
事
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
消
費
地
に
お
け
る
小
売
店
、
一
卸
売
業
の
相
つ
ぐ
倒
産
に
よ
り
、
産
地
の
問
屋
に
巨
額
の

不
渡
り
手
形
が
発
生
し
、
債
務
超
過
が
生
じ
た
。
そ
の
た
め
資
金
繰
り
が
一
度
に
悪
化
し
た
か
ら
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
薄
利
多
売
に
よ

る
販
売
額
の
増
加
、
遠
隔
地
市
場
へ
の
販
売
、
危
な
い
商
店
と
の
取
引
の
拡
大
が
目
立
っ
た
。

　
消
費
地
に
お
け
る
企
業
倒
産
が
広
範
囲
に
集
中
的
に
発
生
し
た
か
ら
、
産
地
に
お
け
る
企
業
経
営
の
悪
化
が
五
五
年
八
月
～
一
一
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
そ
の
た
め
、
産
地
内
部
の
地
縁
・
血
縁
的
な
関
係
が
正
常
で
な
い
取
引
を
拡
大
し
た
。
す
な
わ
ち
、
商
品
の
販
売
の

た
め
に
手
形
取
引
が
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
手
形
入
手
の
た
め
に
バ
ー
ゲ
ン
用
商
品
が
大
量
に
仕
入
ら
れ
た
。
商
取
引
の
裏
付
け
を

も
っ
て
手
形
が
振
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
の
取
引
き
も
な
く
手
形
が
相
互
に
振
出
さ
れ
た
。
一
時
的
な
債
務
超
過
や
赤
字
補
填
の

た
め
に
、
い
っ
そ
う
大
が
か
り
な
投
機
と
取
引
が
な
さ
れ
、
傷
口
が
拡
大
再
生
産
さ
れ
た
。
苦
し
ま
ぎ
れ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
、
一
企
業
の

破
局
だ
け
で
な
く
、
産
地
全
体
の
値
く
ず
れ
と
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
過
度
の
信
用
膨
張
と
不
健
全
な
取
引
き
は
、
破
局
で
も
っ
て
清
算

さ
れ
た
が
、
そ
の
破
局
の
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
っ
た
。
不
況
が
長
期
化
し
、
経
済
的
な
低
迷
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ

と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
量
産
・
量
販
体
制
の
確
立
し
た
産
地
に
お
い
て
は
、
手
作
業
に
基
礎
を
お
く
輪
島
漆
器
産
地
と
は
異
な
っ
て
、
急
激
な
消
費
需
要
の
減

少
に
よ
る
生
産
・
取
引
過
剰
は
破
局
に
よ
り
清
算
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
「
地
場
産
業
の
発
達
と
地
域
経
済
」
『
東
北
経
済
』
第
七
五
号
。

（
2
）
　
企
業
経
営
の
悪
化
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
五
五
年
八
月
～
一
二
月
に
は
融
通
手
形
の
振
出
し
も
急
増
し
た
。
表
2
1
画
は
倒
産
し
た
窯
元
M
社
の

　
　
融
通
手
形
お
よ
び
個
人
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
の
状
況
で
あ
る
。
融
通
手
形
の
金
額
は
、
八
～
二
一
月
の
五
ケ
月
に
二
、
七
五
三
万
円
に
達
し

　
　
た
。
こ
の
融
通
手
形
の
振
出
し
先
に
は
、
倒
産
し
た
さ
さ
口
陶
器
一
、
二
（
）
0
万
円
、
鳳
山
堂
四
八
0
万
円
、
佐
藤
陶
器
九
六
〇
万
円
が
含
ま
れ

1
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



表2－1劒M陶器店の融通手形と個人金勲状況（55年）（単位：千円）

1
論

文
1

8月　9110－11F121計
　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　！　2量522！　　6，534　　7，6431　　7，590　　3，250　　　27，539
　　　　　2　　　　r　　　　I
　　　400：　　4，356　　　2，470　　　1，876　　　1，044　　　10，146

2，9221 P・，89・i
P・，11319，46614，294137，685

形
融

手
金

　
　
　
計

通
人

融
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
　
て
い
る
。
融
通
手
形
は
企
業
間
で
自
社
宛
の
同
一
金
額
の
手
形
を
相
互
に
振
り
出
し
あ
い
、
相
異
っ
た
金
融
機
関

　
　
で
割
引
く
の
だ
か
ら
、
双
方
が
納
得
す
れ
ば
簡
単
に
貨
幣
を
入
手
で
き
る
仕
組
み
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
融
通

　
　
手
形
は
一
度
に
巨
額
の
も
の
を
振
出
せ
ば
目
立
つ
し
、
調
査
さ
れ
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
、
小
口
取
引
に

　
　
し
て
振
出
さ
れ
る
。
M
社
の
場
合
、
二
〇
～
一
三
〇
万
円
の
金
額
の
融
通
手
形
が
九
月
に
八
回
、
十
月
九
回
、
十

　
　
一
月
八
回
に
わ
た
っ
て
、
一
ヵ
月
の
間
に
同
一
企
業
間
で
三
～
四
回
の
取
引
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
に
し
て
振
り
出

　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
個
人
金
融
機
関
（
佐
世
保
市
）
か
ら
の
借
入
金
額
一
、
〇
一
五
万
円
の
う
ち
六
二
五
万
円
は
M
社
よ
り
月

　
　
利
三
・
六
郷
、
三
八
○
万
円
は
S
社
よ
り
月
利
九
・
○
％
で
借
入
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
融
通
手
形
に
よ
り
、
他

　
　
方
で
は
高
金
利
の
個
人
金
融
に
よ
り
貨
幣
資
本
の
短
期
調
達
を
迫
ら
れ
た
こ
と
は
取
引
先
き
の
倒
産
に
よ
っ
て
突

　
　
然
お
そ
っ
た
金
融
難
の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
。

（
3
）
　
消
費
地
の
取
引
先
き
の
突
然
の
倒
産
に
と
も
な
う
融
通
手
形
の
振
出
し
は
、
有
田
、
波
佐
見
、
伊
万
里
の
陶
磁

　
　
器
業
界
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
最
大
の
産
地
で
あ
る
美
濃
焼
産
地
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
五
五
年
か
ら
五
六

　
　
年
に
か
け
て
は
、
表
2
t
圖
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
企
業
倒
産
が
急
増
し
て
く
る
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
発
生
し
た

　
　
き
び
し
い
状
況
と
融
通
手
形
の
操
作
等
に
つ
い
て
、
　
『
日
本
陶
業
新
聞
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
美
濃
焼
物
業
界
は
、
時
な
ら
ぬ
”
倒
産
ラ
ッ
シ
ノ
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
。
東
京
興
信
所
が
ま
と
め
た
と

　
　
こ
ろ
に
よ
る
と
、
大
阪
・
亀
野
の
倒
産
（
負
債
額
十
七
億
円
）
で
東
濃
地
区
七
十
二
社
が
大
な
り
小
な
り
の
被
害

　
　
を
受
け
た
五
十
二
年
に
は
、
円
高
不
況
も
重
な
っ
て
負
債
一
千
万
円
以
上
の
倒
産
は
一
五
件
を
数
え
、
五
十
三
年

　
　
は
五
件
に
減
っ
た
も
の
の
、
五
十
四
年
に
は
マ
ル
ボ
ク
陶
器
の
倒
産
（
負
債
額
十
三
億
円
）
と
そ
の
連
鎖
倒
産
を

　
　
含
め
て
二
十
七
件
と
、
倒
産
件
数
で
は
史
上
最
高
を
記
録
し
た
。
今
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
に
入
っ
て
も
倒
産
は



表2一〔13）陶磁器関係倒産状況調査
1
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一

昭和56年3月25日現在

山ハ

ﾜ

期　　間 54年（1～12月） 55年（1～12月） 56年（1～2月）

倒産件数嶺 28件1 蔦羅畔 再甥12件1 百万円2，719

岐
阜
製造業者

Y地問屋 2
7

280　1

Q，39i！

@i
gi
Q6　1

　1P，870　卜
T，662 6
4

1艶604

T85

県
内 関連業者

1 500
@1
4　1
@…

466…　i 1 30

計 10 3．1711　i 3gi 7，998i　I 11 2，219

岐
阜

製造業者

ﾌ売業者
11 2，115

　11　1

P3

5001
@15，454　1

1 500

県
外 関連業者

@計
7
1
8

930

Rρ451
1
1
5

1，500

V・4571
1　1 500

原　因　別

岐 過少資本
1 1501

即往の焦付 1 65 1 170 2 830

販売不振
1 180 1 200 2 653

阜
融手操作 2 1，800 12 1，320 3 530

連　　　鎖 5 976 2 460 1 21

県
ジ　リ　貧 13 1，898 1 60

放慢経営 8 3，814

意慾喪失
1 26

内 過大投資
1 110

自主廃業 2 125

融手操作 5
　「1，100

3 481

岐 売上不振
3 345

放慢経営 5 500 5 3，366

阜 ジ　リ　貧
1 250 2 850！

手形詐欺 1 150
」

i

県 採算割れ
1 80 2 6501

設備過重 1 300
1

外 在庫過大
ﾅ　　　付

1 320

1
1

1ρOq
Q80
卜　1 500

連　　　鎖 1 830　1

（出所）岐阜県陶磁器工業協同組合連合会調べ



1
論
　
　
　
　
文
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
続
出
し
、
一
～
八
月
だ
け
で
二
十
四
件
も
出
た
。
ヤ
マ
ジ
ソ
（
同
五
億
円
）
、
丸
福
陶
器
卸
商
店
（
同
六
億
七
千
万
円
）
に
つ
づ
い
て
、
八
月
下

　
旬
の
二
幸
陶
器
（
同
十
三
億
円
）
の
大
型
倒
産
が
出
て
、
九
月
以
降
、
そ
の
連
鎖
倒
産
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
記
録
更
新
は

　
間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
異
常
な
状
態
で
あ
る
が
、
倒
産
企
業
の
う
ち
産
地
卸
商
社
は
十
数
社
を
数
え
、
そ
れ
ら
商
社
の
関
係
メ

　
ー
カ
ー
を
含
め
る
と
殆
ん
ど
国
内
販
売
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
倒
産
原
因
は
、
販
売
不
振
、
過
当
競
争
に
よ
る
収
益
面
の
悪
化
、
窮
屈
な
金
融
な

　
ど
上
げ
ら
れ
る
が
、
産
地
卸
商
の
経
営
基
盤
の
脆
弱
さ
を
如
実
に
現
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
国
内
市
場
は
確
か
に
厳
し
く
、
市
況
の
悪
い
時
に
は
、
苦
し
い
企
業
が
さ
ら
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
大
半
倒
産
企
業
が
融
通

　
手
形
操
作
で
失
敗
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
健
全
な
経
営
感
覚
の
欠
如
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
産
地
卸
商
は
、
中
間
卸
、
産
地
ボ
ラ
ン
タ
リ

　
一
・
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で
商
品
の
セ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
を
行
う
た
め
、
同
業
者
間
の
取
引
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
商
業
手
形
と
融
通
手
形
の
判
別
が
つ

　
か
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
点
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
過
少
資
本
で
常
に
資
金
繰
り
の
タ
イ
ト
な
産
地
卸
商
に
と
っ
て
金
融
機
関
の
信
用
を
失

　
な
う
よ
う
な
融
手
操
作
は
、
自
分
で
自
分
の
首
を
し
め
る
よ
う
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
そ
れ
と
、
美
濃
焼
業
界
に
倒
産
が
い
ま
多
発
し
て
い
る
こ
と
は
、
産
地
形
態
が
景
産
体
制
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
同
一
品
種
、
同
一
市
場
で
過

　
当
競
争
の
弊
害
を
招
い
て
い
る
こ
と
は
既
に
言
い
古
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
」
　
（
五
五

　
年
九
月
一
一
日
付
）
。

　
　
比
較
的
順
調
な
成
長
過
程
の
中
で
機
械
化
に
よ
り
量
産
体
制
を
確
立
し
て
き
た
産
地
で
は
（
陶
磁
器
産
地
に
か
ぎ
ら
ず
、
家
具
、
繊
維
、
織

　
物
、
食
品
等
に
お
い
て
も
）
、
五
五
年
夏
以
後
の
急
激
な
消
費
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
消
費
地
の
小
売
店
、
卸
売
店
の
倒
産
の
影
響
を
受
け
、
産

　
地
問
屋
が
倒
産
し
、
メ
ー
カ
ー
が
や
ら
れ
、
下
請
関
連
企
業
も
倒
産
す
る
と
い
う
形
で
生
産
過
剰
が
清
算
さ
れ
た
。
破
局
を
と
も
な
っ
て
生
産
過

　
剰
が
清
算
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。

三
　
第
二
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格



　
　
1
　
石
油
危
機
の
評
価

　
昭
和
五
七
年
版
『
経
済
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
景
気
調
整
は
軽
微
で
、
昭
和
五
六
年
に
入
っ
て
か
ら
順
調
に
回
復
過
程
に
向
う
で

あ
ろ
う
と
予
想
し
た
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
ω
　
第
二
次
石
油
価
格
上
昇
の
実
質
所
得
削
減
効
果
は
第
一
次
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
効
果
は
五
四
年
度
中
に
か
な
り
吸
収
さ
れ
、

　
ま
た
五
五
年
後
半
ま
で
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。

　
　
図
　
民
間
設
備
投
資
は
技
術
革
新
要
因
、
更
新
投
資
要
因
、
省
エ
ネ
投
資
要
因
等
に
よ
り
、
第
一
次
石
油
価
格
上
昇
の
後
と
異
な
っ
て
、
拡
大
局
面

　
に
あ
っ
た
。

　
　
偶
　
第
一
次
の
時
と
異
な
っ
て
、
国
内
要
因
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
発
生
防
止
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、
政
策
面
で
は
緩
和
が
進
め
ら
れ
る
局
面
に
あ
っ

　
た
。

　
　
幽
　
や
は
り
第
一
次
の
時
と
は
異
な
っ
て
資
本
と
労
働
の
分
配
率
に
大
き
な
変
動
が
な
く
、
企
業
利
潤
率
も
一
応
の
水
準
を
維
持
し
え
た
。

　
　
㈲
　
五
四
年
末
か
ら
五
五
年
初
に
か
け
て
、
か
け
込
み
生
産
に
よ
る
在
庫
の
積
み
上
り
が
あ
っ
た
が
、
在
庫
お
よ
び
在
庫
率
の
水
準
を
過
去
に
比
し

　
て
そ
れ
ほ
ど
長
期
の
在
庫
調
整
を
要
す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
　
㈲
　
輸
出
は
順
調
な
増
加
を
続
け
、
五
六
、
五
七
年
度
に
大
幅
な
経
常
黒
字
が
予
想
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
の
た
め
、
景
気
が
順
調
に
回
復
基
調
に
向
う
こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
と
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
　
（
八
ぺ
ー
ジ
）
。

　
景
気
の
回
復
が
順
調
で
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
在
庫
調
整
の
長
期
化
、
内
需
の
伸
び
の
鈍
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
結
果
で
あ
っ
て
、
在
庫
調
整
の
遅
れ
や
内
需
の
伸
び
の
鈍
化
の
原
因
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
。

　
『
経
済
自
書
』
の
執
筆
者
た
ち
は
、
石
油
価
格
上
昇
に
よ
る
実
質
所
得
の
落
ち
込
み
を
過
小
に
評
価
し
、
技
術
革
新
、
更
新
及
び
省
エ

ネ
の
た
め
の
設
備
投
資
を
過
大
に
評
価
し
、
国
内
外
の
市
場
拡
大
傾
向
は
顕
著
と
な
る
と
予
想
し
て
い
た
。
さ
ら
に
第
一
次
石
油
危
機
後

　
　
；
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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六
八

に
比
較
し
て
第
二
次
石
油
危
機
後
の
景
気
調
整
が
軽
微
で
、
景
気
は
順
調
な
回
復
過
程
に
向
う
だ
ろ
う
と
み
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
の
防
止
で
あ
っ
た
。
こ
の
執
筆
者
た
ち
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
を
防
止
で
き
れ
ば
、
中
長
期
的
に
は

経
済
は
回
復
基
調
に
向
う
と
い
う
理
論
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
石
油
危
機
後
の
景
気
調
整
目
不
況
の
性
格
を
規
定
し
た
の
は
、
石
油
価
格
後
の
対
策
の
み
な
ら
ず
、
い
っ
そ
う
根
本

的
に
は
、
ま
ず
石
油
危
機
発
生
前
の
経
済
状
況
で
あ
っ
た
。
累
積
さ
れ
て
い
た
経
済
・
社
会
上
の
諸
問
題
が
石
油
危
機
を
と
も
な
っ
て
現

実
化
し
、
表
面
化
し
た
の
で
あ
っ
て
、
石
油
危
機
以
前
の
経
済
状
況
を
い
か
に
把
握
す
る
か
が
大
切
で
あ
り
、
第
二
に
石
油
危
機
そ
れ
じ

た
い
の
実
質
所
得
削
減
効
果
の
分
析
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
第
一
次
石
油
危
機
は
、
経
済
の
好
況
・
繁
栄
の
頂
点
に
達
し
た
時
期
に
発
生
し
た
の
に
、
第
二
次
石
油
危
機
は
経
済
の
長
期
的

な
停
滞
期
に
生
じ
た
こ
と
が
決
定
的
な
相
違
点
を
な
す
。

　
第
一
次
石
油
危
機
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
済
状
況
下
に
お
い
て
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
五
年
の
不
況
、
四
六
年
八
月
の
ド
ル
危

機
を
背
景
と
し
て
、
わ
が
国
の
経
済
政
策
の
中
心
課
題
は
「
外
貨
減
ら
し
と
国
内
景
気
刺
激
政
策
」
に
あ
っ
た
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
一

方
で
は
財
政
規
模
の
拡
大
に
よ
る
公
共
事
業
を
中
心
と
し
た
景
気
刺
激
政
策
が
と
ら
れ
、
他
方
で
は
日
本
銀
行
券
の
発
行
残
高
の
増
加
と

低
金
利
を
中
心
と
す
る
金
融
政
策
の
緩
和
に
よ
っ
て
投
資
意
欲
が
か
り
た
て
ら
れ
た
。
四
七
年
二
月
か
ら
消
費
者
物
価
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
卸
売
物
価
も
上
昇
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
も
投
資
の
推
進
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
設
備
投
資
に
関
し
て
い
え
ば
、
三
〇
年
代
中
頃
よ
り
推
進
さ
れ
た
臨
海
型
の
大
規
模
開
発
は
、
四
五
年
の
過
剰
生
産
へ
の
突
入
に
よ
り

そ
の
時
期
に
は
す
で
に
終
結
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
が
、
低
金
利
の
融
資
政
策
の
展
開
に
よ
り
設
備
投
資
の
形
態
は
大
企
業
か
ら
中
小
企

業
へ
、
製
造
業
か
ら
非
製
造
業
へ
、
個
人
の
投
資
も
住
宅
、
自
動
車
へ
と
多
様
化
し
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
大
都
市
に
本
社
を
も
つ



企
業
の
、
労
働
力
や
安
い
用
地
の
確
保
を
目
的
と
し
た
地
方
進
出
が
本
格
化
し
、
地
方
に
お
け
る
設
備
投
資
が
急
増
し
た
。
臨
海
型
の
大

規
模
設
備
投
資
か
ら
中
小
企
業
や
非
製
造
業
や
企
業
の
地
方
進
出
や
個
人
住
宅
投
資
な
ど
多
様
化
し
、
新
産
業
分
野
の
形
成
を
と
も
な
い

つ
つ
、
旺
成
な
設
備
投
資
が
相
互
作
用
し
つ
つ
展
開
さ
れ
た
。
鉄
鋼
・
機
械
、
木
材
、
化
学
、
窯
業
・
土
石
な
ど
の
需
要
が
拡
大
し
、
そ

れ
ら
の
部
門
の
投
資
も
旺
盛
で
あ
っ
た
。

　
四
七
年
度
の
実
質
国
民
総
支
出
は
、
対
前
年
比
一
〇
・
四
％
増
、
鉱
工
業
生
産
指
数
一
〇
・
一
％
増
、
日
本
銀
行
券
発
行
残
高
一
二
・

一
％
増
を
記
録
し
、
四
八
年
一
〇
月
ま
で
高
い
成
長
率
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

　
物
価
騰
貴
に
つ
い
て
も
、
四
七
年
度
の
卸
売
物
価
上
昇
率
は
三
・
二
％
、
消
費
者
物
価
五
・
二
％
で
あ
っ
た
。
四
八
年
四
～
六
月
期
対

前
年
比
そ
れ
ぞ
れ
三
・
三
％
、
五
・
三
％
、
七
～
九
月
期
二
・
九
％
、
五
・
二
％
で
あ
り
、
上
昇
傾
向
が
続
い
た
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
急
激
な
進
展
に
よ
っ
て
旺
盛
な
投
資
活
動
が
極
度
に
ま
で
推
進
さ
れ
、
投
資
の
投
機
化
や
過
度
信
用
が
目
立
ち
は
じ
め
た
。
と
く
に
土

地
買
占
め
や
商
品
相
場
の
急
騰
や
過
度
投
資
が
み
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
過
剰
生
産
・
イ
ン
フ
レ
傾
向
が
潜
在
的
に
す
で
に
進
行
し
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
、
第
一
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
こ

と
に
注
意
が
は
ら
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
第
一
次
石
油
危
機
は
、
す
で
に
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
た
過
剰
生
産
や
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
現
実
化
し
た
の
で
あ
っ
て
、
石
油
危
機
に
よ
っ
て
過
剰
生
産
や
イ
ン
フ
セ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
．

　
相
互
に
独
立
し
、
自
然
発
生
的
な
社
会
的
分
業
を
条
件
と
す
る
生
産
に
お
い
て
は
、
独
立
し
、
相
異
な
る
生
産
部
門
や
業
種
を
相
互
に

関
係
せ
し
め
、
一
つ
の
社
会
的
な
・
全
体
的
な
生
産
や
流
通
の
多
か
れ
少
な
か
れ
相
互
に
依
存
す
る
諸
関
係
が
形
成
さ
れ
、
く
り
か
え
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
資
本
の
循
環
と
社
会
的
再
生
産
で
あ
る
が
、
社
会
的
に
妥
当
な
慣
習
的
な
取
引
が
人
々
の
生
産
意
識
や
商
業
意
識
と

　
　
1
第
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次
石
油
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機
後
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っ
て
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七
〇

な
っ
て
社
会
的
再
生
産
を
反
映
す
る
。
イ
ン
フ
レ
と
過
剰
投
資
と
過
度
信
用
が
一
体
と
な
り
、
原
因
が
結
果
と
な
り
、
結
果
が
原
因
と
な

っ
て
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
社
会
的
再
生
産
が
限
界
を
こ
え
て
進
行
し
て
い
た
と
い
う
事
態
が
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
経
済
状

況
を
規
定
す
る
の
で
あ
っ
た
。
石
油
危
機
は
わ
が
国
の
経
済
の
中
を
広
範
に
深
部
に
ま
で
進
行
し
て
い
た
過
剰
生
産
の
潜
勢
的
な
流
れ
を

顕
勢
的
に
し
、
現
実
化
を
強
制
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
社
会
的
再
生
産
に
お
け
る
生
一
産
過
剰
が
成
熟
し
て
い
た
か
ら
、
石
油
危

機
と
い
う
外
的
強
制
が
加
わ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
諸
関
係
が
現
実
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
石
油
危
機
が
過
剰
生
産
、
狂
乱
物
価
に
よ
る
経

済
の
破
局
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
2
　
第
二
次
石
油
危
機
と
経
済
の
低
迷

　
と
こ
ろ
で
第
二
次
石
油
危
機
は
、
生
産
過
剰
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
過
度
信
用
と
い
う
成
熟
し
た
経
済
活
動
の
背
景
下
で
生
じ
た
第

一
次
石
油
危
機
と
は
異
な
っ
て
、
過
剰
生
産
の
破
局
後
の
長
期
的
な
停
滞
、
狂
乱
物
価
の
終
焉
後
の
原
料
高
製
品
安
と
い
う
低
迷
状
態
の

も
と
で
発
生
し
た
。
す
な
わ
ち
、
設
備
投
資
や
雇
用
者
の
削
減
を
中
心
と
す
る
企
業
合
理
化
、
失
業
者
の
増
加
、
鉱
工
業
生
産
指
数
や
経

済
成
長
率
の
鈍
化
、
国
民
所
得
の
伸
び
悩
み
、
個
人
消
費
の
鈍
化
、
経
常
収
支
の
黒
字
と
為
替
相
場
の
高
騰
に
よ
る
輸
出
の
困
難
（
い
わ

ゆ
る
円
高
不
況
）
が
支
配
し
て
い
た
。
一
〇
年
ご
と
に
繰
り
か
え
さ
れ
る
循
環
的
不
況
（
昭
和
二
四
年
、
三
三
年
、
四
〇
年
、
五
〇
年
）

の
み
な
ら
ず
構
造
的
不
況
下
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
を
さ
さ
え
て
き
た
め
ぐ
ま
れ
た
諸
条
件
－
設
備
投
資
、

原
材
料
、
労
働
力
、
技
術
、
国
内
外
市
場
等
－
が
不
況
の
原
因
に
転
化
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
は
、
技
術
革
新
を
と
も
な
っ
た
設
備
投
資
の
増
加
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
何
人
も
否

定
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
経
済
成
長
は
、
二
〇
年
代
後
半
に
準
備
さ
れ
た
鉄
、
機
械
、
電
力
を
基
盤
と
し
つ
つ
耐

久
消
費
財
、
建
設
業
、
化
学
、
合
成
繊
維
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
新
し
い
産
業
分
野
の
形
成
と
農
村
の
余
剰
労
働
力
の
吸
引
に
よ
っ
て
推



進
さ
れ
た
し
、
三
八
年
か
ら
四
五
年
の
第
二
次
高
度
経
済
成
長
は
、
臨
海
型
の
大
型
設
備
投
資
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
規
模
の
量

的
拡
大
、
大
規
模
投
資
に
と
も
な
う
各
生
産
・
流
通
部
門
間
の
拡
張
が
相
互
作
用
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
四
六
～
四
八
年
に
お
い
て
は
、

大
企
業
の
設
備
投
資
か
ら
中
小
企
業
へ
、
製
造
業
か
ら
非
製
造
業
へ
、
大
都
市
か
ら
地
方
へ
の
企
業
進
出
、
住
宅
・
自
動
車
を
中
心
と
し

た
耐
久
消
費
財
へ
の
個
人
の
投
資
等
多
様
な
拡
が
り
を
示
し
た
。
投
資
の
多
様
化
に
よ
っ
て
新
産
業
分
野
が
形
成
さ
れ
、
雇
用
の
拡
大
が

み
ら
れ
た
。
し
か
し
設
備
投
資
は
、
建
設
期
間
中
は
一
括
集
中
的
に
大
量
の
商
品
（
主
に
生
産
財
生
産
部
門
の
商
品
）
を
消
費
し
、
多
く

の
分
野
の
消
費
需
要
を
ひ
き
お
こ
す
が
、
一
度
び
完
成
す
れ
ば
商
品
を
ほ
と
ん
ど
需
要
し
な
い
で
、
年
々
一
方
的
に
供
給
す
る
と
い
う
特

殊
な
回
転
に
よ
っ
て
、
産
業
循
環
の
周
期
を
規
定
す
る
、
し
た
が
っ
て
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
大
規
模
投

資
、
そ
の
後
半
の
多
様
な
、
中
小
企
業
に
及
ぶ
投
資
は
、
五
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
更
新
・
追
加
投
資
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
そ
の
生
産
能
力
を
発
揮
し
、
全
体
的
に
生
産
過
剰
と
な
っ
た
。
従
来
、
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
と
い
う
形
で
経
済
成
長
の
推
進
要
因

で
あ
っ
た
設
備
投
資
は
、
過
剰
と
な
っ
て
、
不
況
の
原
因
と
な
り
、
経
済
活
動
の
停
滞
を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
安
価
な
外
国
原
料
を
輸
入
し
て
、
臨
海
型
の
合
理
化
さ
れ
た
設
備
と
最
新
鋭
の
優
秀
な
技
術
や
機
械
設
備

で
も
っ
て
加
工
し
、
比
較
的
有
利
な
条
件
で
輸
出
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
場
合
の
大
き
な
前
提
は
、
安
価
な
安
定
し
た
原
材
料
の
供
給

と
す
ぐ
れ
た
加
工
技
術
と
優
秀
な
労
働
力
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
原
材
料
供
給
を
と
っ
て
み
て
も
、
と
り
わ
け
最
も
主
要
な
原
料
で
あ
る
原
油
に
つ
い
て
み
る
と
一
バ
ー
レ
ル
当
り
二

・
五
ド
ル
の
時
代
、
ま
た
は
、
二
・
七
ド
ル
の
時
代
は
全
く
昔
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
高
価
な
輸
入
代
金
と
ひ
き
か
え
に
原
油
の
確
保
が
保

証
さ
れ
て
い
る
。
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
よ
り
、
資
源
供
給
国
も
合
理
的
な
資
源
の
供
給
と
加
工
に
着
手
し
は
じ
め
、
そ
の
面

か
ら
も
加
工
貿
易
国
は
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
ぐ
れ
た
機
械
や
技
術
を
輸
出
し
て
、
相
手
国
か
ら
製
品
を
購
入
す
る
と
い
う
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形
態
へ
転
換
を
開
始
し
た
。

　
労
働
力
に
つ
い
て
も
、
農
村
の
豊
富
か
つ
低
廉
な
労
働
力
は
枯
渇
し
、
さ
ら
に
全
体
的
に
高
齢
化
を
開
始
し
て
い
る
。
低
賃
金
労
働
力

で
も
っ
て
生
産
規
模
を
拡
大
し
て
ゆ
く
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
。

　
技
術
も
西
欧
の
実
験
ず
み
の
技
術
を
購
入
し
、
そ
れ
を
分
解
し
て
専
門
化
し
、
ま
た
複
合
し
て
新
た
な
技
術
開
発
を
す
す
め
る
時
代
か

ら
わ
が
国
独
自
技
術
の
開
発
の
時
代
へ
と
変
化
し
た
。

　
市
場
面
に
つ
い
て
み
る
と
、
国
内
市
場
は
、
個
人
消
費
の
伸
び
悩
み
、
設
備
投
資
の
著
し
い
鈍
化
、
財
政
支
出
の
抑
制
、
在
庫
の
削
減

に
よ
り
低
迷
し
て
お
り
、
外
国
市
場
は
貿
易
摩
擦
が
表
面
化
し
為
替
相
場
の
上
昇
に
よ
る
輸
出
困
難
が
あ
ら
わ
れ
、
国
内
で
不
景
気
だ
か

ら
輸
出
に
の
み
た
よ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
輸
出
の
形
態
も
商
品
輸
出
か
ら
資
本
輸
出
へ
大
き
く
変
化
し
て
い
る
し
、
商

品
輸
出
も
繊
維
や
雑
貨
か
ら
機
械
・
金
属
・
化
学
へ
移
っ
て
い
る
。
わ
が
国
は
す
ぐ
れ
た
機
械
を
輸
出
し
て
、
相
手
国
か
ら
わ
が
国
の
中

小
企
業
製
品
と
競
合
す
る
よ
う
な
商
品
を
購
入
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
昭
和
五
〇
～
五
四
年
に
か
け
て
の
景
況
と
し
て
は
、
経
済
的
な
低
迷
・
停
滞
下
に
あ
り
、
さ
ら
に
高
度
経
済
成
長
を
推

進
し
た
諸
条
件
が
不
況
の
原
因
に
転
換
を
開
始
す
る
と
い
う
構
造
的
不
況
の
時
期
に
、
第
二
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
第
二
次
石
油
危
機
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
し
た
り
、
「
技
術
革
新
、
更
新
、
省
エ
ネ
」
の
た
め
の
設
備
投
資
を
推
進
し
た

り
、
「
一
応
の
水
準
に
達
し
た
企
業
利
潤
」
が
資
本
蓄
積
に
転
じ
る
契
機
と
な
る
と
か
、
在
庫
調
整
の
円
滑
な
処
理
の
推
進
に
役
立
つ
等
々

と
い
う
状
況
に
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
循
環
的
・
構
造
的
不
況
・
長
期
的
な
経
済
的
な
低
迷
を
い
ち
だ
ん

と
深
刻
化
さ
せ
、
広
範
囲
化
さ
せ
、
そ
し
て
長
期
化
さ
せ
る
役
割
を
第
二
次
石
油
危
機
が
担
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
二
次
石
油
危
機

が
創
り
出
し
た
の
で
は
な
く
、
石
油
危
機
以
前
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
・
長
期
的
不
況
と
い
う
経
済
状
況
を
一
だ
ん
と
深
刻
化
さ



せ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
場
合
石
油
危
機
が
新
た
な
経
済
的
原
因
を
創
出
し
た
の
で
は
な
く
独
自
の
形
態
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
生
産
の
急
激
な
促
進
に
よ
る
過
剰
生
産
と
い
う
形
式
の
代
り
に
、
消
費
需
要
の
激
減
と
い
う
別
の
形
式
に
よ
る
過
剰
生
産
を

表
面
化
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
石
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
国
富
の
減
少
U
実
質
所
得
削
減
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
七
年
版
『
経
済
白
書
』
に
よ
る
と
、
そ
の
執
筆
者
は
、
　
「
第
二
次
石
油
価
格
上
昇
の
実
質
所
得
削
減
効
果
は
第
一
次
と
ほ
ぼ
同

程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
効
果
は
五
四
年
度
中
に
か
な
り
吸
収
さ
れ
、
ま
た
五
五
年
後
半
ま
で
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
」
　
（
同
八
ぺ
ー
ジ
）

と
い
う
評
価
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
評
価
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
　
「
第
二
次
石
油
価
格
上
昇
の
実
質
所

得
削
減
効
果
は
第
一
次
と
ほ
ぼ
同
程
度
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
二
つ
は
、
　
「
そ
の
効
果
は
五
四
年
度
中
に
か
な
り
吸
収
さ
れ
、
ま
た

五
五
年
後
半
ま
で
に
ほ
ぼ
消
滅
す
る
」
と
い
う
一
時
的
臨
時
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
三
つ
は
、
石
油
価
格
上
昇
に
よ
る
実
質

所
得
削
減
効
果
そ
の
も
の
の
も
つ
意
味
で
あ
る
。

　
第
一
、
　
「
第
二
次
石
油
価
格
上
昇
の
実
質
所
得
削
減
効
果
は
第
一
次
と
ほ
ぼ
同
程
度
」
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
第
一
次
石
油
危
機
発

生
の
直
前
の
標
準
原
油
（
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ラ
イ
ト
）
価
格
は
、
　
一
バ
ー
レ
ル
当
り
二
・
七
四
ニ
ド
ル
で
あ
っ
た
が
（
公
示
価
格
）
、
四
九

年
一
月
テ
ヘ
ラ
ン
会
議
で
一
一
・
六
五
一
ド
ル
に
決
定
さ
れ
た
た
め
、
上
昇
率
は
四
・
二
五
倍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
次
石
油

危
機
直
前
の
公
式
販
売
価
格
（
五
二
年
一
月
ド
ー
ハ
総
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
五
四
年
一
月
ア
ブ
ダ
ビ
総
会
ま
で
維
持
さ
れ
た
公
式

販
売
価
格
）
は
一
二
・
七
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
五
五
年
一
月
カ
ラ
カ
ス
総
会
で
二
六
ド
ル
、
翌
年
一
月
バ
リ
島
総
会
で
は
、
見
な
し
基

準
原
油
価
格
の
上
限
三
六
ド
ル
と
設
定
さ
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
平
均
三
三
ド
ル
原
油
）
。
そ
の
上
昇
率
は
二
．
六
倍
で
あ
っ
た
。

　
石
油
価
格
の
上
昇
率
は
、
第
一
次
石
油
危
機
の
場
合
に
は
四
・
二
五
倍
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
次
の
場
合
に
は
二
．
六
倍
で
あ
り
、

第
二
次
の
方
が
少
な
い
し
、
さ
ら
に
原
油
購
入
量
は
第
一
次
の
場
合
、
四
八
年
二
・
九
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
五
〇
年
二
．
六
キ
ロ
リ
ッ
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ト
ル
へ
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
第
二
次
の
場
合
五
四
年
二
・
八
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
五
六
年
一
丁
三
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
大
幅
に
減

少
し
、
原
油
代
金
の
支
払
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
油

価
格
上
昇
の
実
質
所
得
削
減
効
果
が
第
一
次
の
場
合
よ
り
第
二
次
の
場
合
の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
か
っ
た
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
の
で

あ
る
。

　
昭
和
四
七
年
か
ら
四
八
年
一
〇
月
の
石
油
危
機
発
生
直
前
の
年
間
原
油
購
入
量
二
・
八
億
キ
・
リ
ッ
ト
ル
で
、
一
バ
ー
レ
ル
ニ
・
六
五

ド
ル
、
一
ド
ル
ー
－
三
C
O
円
レ
ー
ト
で
計
算
す
れ
ば
、
原
油
の
支
払
代
金
は
一
・
四
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
二
年
に
は
、
二
・
八
徳
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
（
輸
入
代
金
二
二
五
億
ド
ル
）
、
五
三
年
二
・
七
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
同
と
二
七
億
ド
ル
）
と
な
り
、
　
一
ド
ル
U
二
〇
〇
円

と
し
て
計
算
す
れ
ば
五
三
年
に
は
四
・
五
兆
円
、
そ
れ
に
運
賃
、
保
険
料
を
加
わ
え
る
と
約
五
兆
円
支
払
う
こ
と
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

第
二
次
石
油
危
機
直
後
の
昭
和
五
五
年
に
は
、
年
間
の
原
油
及
び
粗
油
の
輸
入
量
は
二
・
五
四
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
輸
入
代
金
は
五
二

八
徳
ド
ル
（
一
二
兆
円
）
で
あ
っ
た
。

　
原
油
の
輸
入
量
に
つ
い
て
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
油
の
輸
入
代
金
の
増
加
額
か
ら
み
れ
ば
、
第
一
次
石
油
危
機
の
場

合
に
は
、
三
・
一
兆
円
（
命
㎝
一
一
本
目
o
o
」
）
で
あ
る
の
に
た
い
し
ザ
＼
　
第
二
次
の
場
合
に
は
七
・
○
兆
円
（
匿
6
一
曾
O
“
S
O
）
で
あ

っ
た
。
石
油
価
格
の
上
昇
率
は
高
く
、
年
間
購
入
数
量
も
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
油
価
格
の
上
昇
に
と
も
な
う
国
富
の
減
少
は
、
第

二
次
の
方
が
は
る
か
に
大
き
く
、
第
一
次
の
二
・
四
倍
で
あ
っ
た
。
国
民
総
支
出
（
G
N
E
）
に
対
す
る
国
富
の
減
少
の
割
合
は
、
五
三

年
一
・
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
五
五
年
二
・
九
％
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
原
油
の
支
払
代
金
の
う
ち
一
部
は
商
品
輸
出
や
投
資
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
還
流
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
石
油
危
機
後
に
お

い
て
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
商
品
購
入
の
増
加
や
高
金
利
に
刺
激
さ
れ
て
米
国
へ
の
投
資
が
急
増
し
た
た
め
に
わ
が
国
に
還
流
し
な
か
っ
た



　　表3一〔1）原油等の輸入額の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　各年；53年対比増減
　　　　　　　　　単位…53年…54…55…56157！55i57

鉱物性燃料、億ドル…33145317・・17256561％9325
　　　　　　　　　兆円16．659。g7115．93！15．9216．2319．28－9．58

（　0．6

　　　227

　　6．45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　騰キトヨレ2・72・82・512・3…2・11△・・2

原油及び粗油億ドノレ235335P5271533t462…292
　　　　　　　1兆円4・957・38、12・・1111・6gi11・艦17・・6

　　（出所）『通商白書』より作成

！
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一

こ
と
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、
そ
れ
以
上
に
基
本
的
な
重
要
問
題
は
国
内
物
価
の
上
昇

に
よ
っ
て
原
油
価
格
の
上
昇
分
を
相
殺
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
第
一
次
石
油
危
機
後
の
場
合
に
は
、
国
内
物
価
に
よ
っ
て
原
油
価
格
上
昇
が
相
殺
さ
れ

た
。
昭
和
四
八
年
度
の
物
価
上
昇
は
、
卸
売
物
価
二
二
・
七
％
、
消
費
者
物
価
一
六
・
一

％
、
四
九
年
度
二
三
・
五
％
、
二
一
・
八
％
、
五
〇
年
度
一
・
九
％
、
一
〇
．
四
％
で
あ

っ
た
。
三
年
間
に
卸
売
物
価
は
一
、
五
四
四
倍
と
な
り
、
消
費
者
物
価
は
一
、
五
六
一
倍

と
な
っ
た
。
原
油
価
格
の
上
昇
率
は
、
物
価
の
上
昇
率
だ
け
相
殺
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

か
り
に
五
三
年
に
は
原
油
代
金
と
し
て
四
・
五
兆
円
支
払
っ
て
い
る
が
、
卸
売
物
価
上
昇

分
を
差
引
い
た
実
質
的
な
支
払
は
二
・
九
兆
円
に
す
ぎ
ず
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
と
比
較

す
れ
ば
、
　
一
・
五
兆
円
（
卜
。
●
0
1
一
』
”
一
ぴ
）
の
国
富
の
実
質
的
な
減
少
と
な
る
に
す
ぎ

な
い
。

　
と
こ
ろ
で
五
四
～
六
年
度
の
卸
売
物
価
の
上
昇
は
一
二
・
九
％
、
一
三
・
三
％
、
一
．

四
％
で
あ
り
、
五
四
年
三
月
か
ら
比
較
す
れ
ば
五
七
年
三
月
に
は
一
二
二
倍
に
上
昇
し
た

に
す
ぎ
な
い
し
、
消
費
者
物
価
に
つ
い
て
い
え
ば
、
四
・
八
％
、
七
・
八
％
、
四
．
○
％

で
あ
っ
て
、
三
年
間
に
、
一
・
一
七
倍
に
騰
貴
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
次
石
油
危
機
の

場
合
に
は
、
原
油
価
格
の
上
昇
に
対
す
る
国
内
物
価
騰
貴
に
よ
る
相
殺
が
少
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
国
富
の
減
少
、
国
内
消
費
需
要
の
減
少
を
意
味
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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六

で
あ
っ
て
、
注
意
す
べ
き
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
。

　
第
二
、
　
「
石
油
価
格
上
昇
の
所
得
削
減
効
果
は
五
四
年
度
中
に
か
な
り
吸
収
さ
れ
、
ま
た
五
五
年
後
半
ま
で
に
は
ほ
ぼ
消
滅
す
る
」
と

い
う
考
え
方
に
つ
い
て

　
石
油
価
格
上
昇
の
所
得
削
減
効
果
は
、
五
四
度
中
に
吸
収
さ
れ
、
五
五
年
度
中
に
消
滅
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
第
二
次
石
油
危
機
を

き
わ
め
て
一
時
的
現
象
と
み
る
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
国
富
の
減
少
は
一
時
的

で
な
く
、
相
当
長
期
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
石
油
危
機
前
に
産
油
国
に
支
払
っ
て
い
た
原
油
輸
入
代
金
は
四
・
五
兆
円
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
五
〇
年
に
は
一
二
兆
円
と
な
っ
た
。
五
六
年
に
も
そ
の
原
油
価
格
上
昇
の
影
響
か
ら
ま
ぬ
が
れ
ず
、
輸
入
数
量
は
五
四
年
二
・
八

億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
○
．
五
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
少
な
い
二
・
二
七
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
輸
入
し
て
五
三
三
億
ド
ル
（
一
一
・
六
九
兆
円
）

を
支
払
っ
て
い
る
。
五
七
年
に
は
原
油
の
輸
入
数
量
は
さ
ら
に
減
っ
て
（
二
・
一
二
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
、
甲
石
油
以
外
の
鉱
物
性
燃
料
の

急
増
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
素
材
・
原
料
の
輸
入
増
加
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
油
輸
入
の
支
払
は
四
六
三
億
ド
ル
（
一

一
．
四
兆
円
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
鉱
物
性
燃
料
の
輸
入
割
合
は
全
輸
入
額
の
う
ち
か
っ
て
の
三
〇
％
台
か
ら
五
〇
％
に
達
し
て
い
る
。

（
五
三
年
の
鉱
物
性
燃
料
の
輸
入
額
は
六
・
六
五
兆
円
で
あ
っ
た
が
五
七
年
に
は
一
六
・
二
三
兆
円
と
な
り
、
金
額
に
し
て
九
・
五
八
兆

円
増
え
て
い
る
（
表
3
一
①
）
。
こ
の
よ
う
に
第
二
次
石
油
危
機
以
前
と
比
較
す
れ
ば
、
原
油
の
輸
入
数
量
は
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
昭
和
五
〇
年
以
後
毎
年
輸
入
代
金
と
し
て
七
兆
円
の
支
払
い
を
余
分
に
行
な
っ
て
い
る
。
七
兆
円
と
い
う
額
は
国
税
収
入
の
四

分
一
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
金
額
を
余
分
に
産
油
国
に
支
払
わ
れ
て
も
な
お
か
つ
経
済
的
に
影
響
が
出
な
い
た
め
に

は
、
相
当
の
労
働
生
産
性
の
向
上
が
あ
る
か
、
国
内
物
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
著
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
縮
減

が
み
ら
れ
る
か
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
な
い
と
す
れ
ば
、
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
所
得
削
減
効
果
は



一
時
的
で
な
く
長
期
的
な
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
、
原
油
価
格
上
昇
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、

　
石
油
危
機
後
の
経
済
状
態
は
石
油
危
機
そ
れ
自
体
が
形
成
し
た
も
の
と
み
る
考
え
方
の
誤
謬
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ

る
。
原
油
価
格
上
昇
そ
れ
自
体
を
ど
う
評
価
す
る
か
、
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
原
油
価
格
の
上
昇
を
た
ん
に
生
産
コ
ス
ト
の
面
か
ら
の
み

把
握
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
国
富
の
減
少
、
国
内
消
費
需
要
の
減
少
と
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
昭
和
五
五
年
に
お
け
る
原
油
輸
入
代
金
は
一
二
・
○
兆
円
で
五
三
年
に
比
較
す
れ
ば
七
・
五
兆
円
余
分
に
産
油
国
に
支
払
う
こ
と
と
な

る
が
、
そ
れ
は
国
民
所
得
の
直
接
の
削
減
を
意
味
す
る
。
五
五
年
度
の
国
民
総
支
出
二
四
〇
兆
円
の
三
．
一
％
に
あ
た
る
。
同
年
度
の
国

民
総
支
出
の
う
ち
民
間
最
終
消
費
支
出
は
五
八
・
○
％
（
家
計
最
終
消
費
支
出
は
五
七
．
五
％
）
、
殻
府
最
終
消
費
支
出
一
〇
．
○
％
、

国
内
総
資
本
形
成
三
二
・
五
％
、
　
（
民
間
二
二
・
一
％
、
公
的
九
・
七
％
、
在
庫
0
・
七
％
）
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
七
．
五
兆
円
の
う

ち
五
八
％
（
四
二
二
五
兆
円
）
は
民
間
最
終
消
費
支
出
の
減
少
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
人
口
一
人
当
り
四
万
円
の
削
減
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
原
油
価
格
上
昇
に
よ
る
所
得
削
減
効
果
は
、
個
人
消
費
の
削
減
、
企
業
の
利
潤
悪
化
に
よ
る
設
備
投
資
の
抑
制
、
歳
入
の
伸
び
悩
み

に
よ
る
財
政
赤
字
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
経
済
を
さ
さ
え
る
主
要
癒
分
野
、
す
な
わ
ち
家
計
、
企
業
、
財
政
の
い
ず
れ
の
分
野
も

赤
字
に
転
落
す
る
。

　
産
油
国
へ
の
国
民
所
得
の
一
部
の
移
転
は
、
石
油
を
購
入
し
、
そ
の
代
金
の
支
払
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
の
国
内
で
の
波
及
は
一

定
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
ず
燃
料
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
力
料
金
、
石
油
製
品
、
化
学
等
石
油
と
深
く
関
連
す
る

資
財
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
上
昇
が
他
に
波
及
す
る
形
を
と
る
。
各
企
業
は
原
材
料
や
燃
料
や
電
力
の
価
格
が
上
昇
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
に
製
品
単
価
に
転
嫁
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
で
き
な
い
。
企
業
間
の
力
関
係
や
同
業
者
間
の
競
争
が
あ
る
の
で
企
業
内

　
　
－
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
i
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の
吸
収
努
力
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
過
剰
が
一
般
的
な
も
と
で
は
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
原
料
、
燃
料
等
の
諸
経

費
の
上
昇
、
製
品
価
格
の
低
迷
、
取
引
ロ
ッ
ト
の
小
口
化
に
よ
っ
て
企
業
経
営
は
悪
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
企
業
家
と
し
て
は
諸
経
費
の

徹
底
的
な
見
な
お
し
が
必
要
と
な
り
、
商
品
の
仕
入
原
価
や
代
替
品
の
再
検
討
、
人
員
や
在
庫
の
削
減
、
設
備
投
資
の
抑
制
、
借
金
の
返

済
、
賃
金
引
上
げ
の
抑
制
が
強
制
さ
れ
る
。
そ
の
影
響
は
労
働
者
や
中
小
企
業
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
賃
金
や
加
工
賃
の
抑
制
、
下
請

受
注
の
減
少
、
取
引
の
小
ロ
ッ
ト
化
等
々
。

　
ま
ず
五
四
年
三
月
か
ら
三
年
間
に
卸
売
物
価
丁
三
倍
、
消
費
者
物
価
一
・
一
七
倍
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
原
油
価
格
の
上
昇
を
大
企

業
に
お
い
て
は
商
品
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
転
嫁
し
、
消
費
財
生
産
部
門
に
し
わ
よ
せ
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
消
費
財
生
産
部

門
（
多
く
は
農
業
や
中
小
企
業
が
占
め
る
）
に
お
い
て
は
、
資
本
財
や
生
産
財
生
産
部
門
よ
り
も
原
材
料
高
製
品
安
の
影
響
を
受
け
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
別
に
し
て
、
五
五
年
度
に
お
い
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
は
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
よ
り
も
賃
金
の
上
昇
率

が
低
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
五
年
度
の
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
七
・
八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
賃
金
の
平
均
上
昇
率
は
六
八
）

％
で
あ
っ
た
。
五
四
年
度
に
比
較
す
れ
ば
実
質
的
に
一
・
八
％
ダ
ウ
ン
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
四
年
度
と
同
じ
水

準
の
生
活
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
五
五
年
度
に
お
い
て
は
人
口
了
一
億
人
の
う
ち
丁
八
％
、
す
な
わ
ち
約
二
百
万
人
分
の
消
費

購
買
力
が
消
滅
し
、
し
た
が
っ
て
、
国
内
の
消
費
需
要
の
減
少
と
な
る
。
こ
れ
を
別
の
統
計
指
標
で
み
れ
ば
、
五
五
年
度
の
消
費
者
物
価

七
・
八
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
現
金
給
与
総
額
は
六
・
六
％
し
か
増
加
し
な
か
っ
た
の
で
、
実
質
的
な
現
金
給
与
総
額
は
一

・
二
％
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
個
人
消
費
の
低
迷
、
減
退
の
原
因
で
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
も
の
ば
な
れ
が
そ
の
原
因
で
は

な
い
。

　
こ
の
所
得
水
準
の
実
質
的
な
減
少
に
よ
っ
て
、
新
設
住
宅
着
工
数
は
、
対
前
年
度
比
で
五
五
年
度
は
マ
イ
ナ
ス
一
八
・
三
％
と
な
っ
て



い
る
し
、
消
費
購
買
力
は
一
般
的
に
著
し
く
落
込
み
、
中
小
企
業
製
品
の
売
上
不
振
が
目
立
っ
た
。
企
業
経
営
の
悪
化
に
よ
っ
て
五
六
年

四
～
九
月
の
民
間
設
備
投
資
お
よ
び
機
械
受
注
額
が
対
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
に
転
化
し
、
不
況
が
深
刻
さ
を
ま
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
五
五
年
七
月
以
降
の
低
温
、
日
照
不
足
、
多
雨
な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
冷
害
が
加
わ
り
、
消
費

購
買
力
の
落
ち
込
み
は
最
悪
の
状
態
と
な
っ
た
。
農
林
水
産
省
が
同
年
一
〇
月
二
四
日
に
発
表
し
た
沖
縄
を
除
く
、
全
国
の
冷
害
の
被
害

は
、
見
込
面
積
二
八
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
全
耕
地
面
積
の
五
二
・
七
％
）
、
金
額
で
六
、
九
一
六
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
稲
作
以
外
に

果
樹
や
野
菜
を
加
え
る
と
、
も
っ
と
巨
額
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
冷
害
の
被
害
額
六
、
九
一
六
億
円
は
、
農
家
の
純
所
得
の
減
少
で

あ
っ
た
。
例
年
と
同
じ
だ
け
の
肥
料
、
農
薬
、
労
働
力
お
よ
び
機
械
設
備
を
投
下
し
て
も
、
気
象
条
件
の
悪
化
の
た
め
に
、
収
穫
高
が
落

ち
込
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
収
益
だ
け
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
農
家
の
純
収
入
の
減
少
は
、
肥
料
、
農
薬
や
農
機
具
の
支
払
の
困
窮
だ

け
で
な
く
、
商
業
や
観
光
産
業
に
も
波
及
し
た
。
し
か
も
冷
夏
災
害
が
三
年
間
続
ざ
、
さ
ら
に
台
風
、
霜
害
、
雪
害
も
加
わ
っ
て
、
農
家

の
純
所
得
が
減
少
し
た
こ
と
は
消
費
購
買
力
の
縮
小
と
な
っ
て
多
方
面
に
影
響
幻
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
石
油
価
格
の
上
界

に
よ
る
国
富
の
減
少
、
冷
夏
災
害
等
に
よ
る
農
家
所
得
の
縮
減
が
、
婚
姻
件
数
の
減
少
、
住
宅
建
設
の
低
迷
を
と
も
な
い
つ
つ
消
費
購
買

力
の
低
下
の
原
因
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
先
行
し
て
過
剰
生
産
を
表
面
化
さ
せ
た
こ
と
に
注
意
が
は
ら
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
五
五
年
以
後
の
経
済
活
動
の
停
滞
は
、
基
本
的
諸
関
係
と
し
て
は
、
景
気
循
環
的
な
不
況
及
び
高
度
経
済
成
長
を
推
進

し
た
諸
条
件
の
不
況
の
原
因
に
転
化
し
た
と
こ
ろ
の
構
造
的
要
因
に
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
外
的
に
強
制
し
、
消
費
需
要
の
削
減

に
よ
り
過
剰
生
産
を
表
面
化
さ
せ
た
の
が
石
油
危
機
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
昭
和
五
〇
年
代
前
半
の
長
期
停
滞
型
の
不
況
期

を
背
景
と
し
て
第
二
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
た
め
に
、
こ
の
経
済
の
停
滞
と
い
う
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
た
諸
関
係
を
石
油
危
機
は

深
刻
化
し
、
拡
大
し
だ
の
で
あ
る
。
　
「
経
済
は
回
復
基
調
に
あ
る
」
と
い
う
く
り
か
え
し
主
張
さ
れ
る
予
想
は
、
人
々
の
願
望
を
代
弁
す

　
　
一
第
二
次
石
油
危
機
後
の
不
況
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
一
論
　
　
　
　
文
一

る
心
理
的
効
果
以
上
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
第
二
次
石
油
危
機
後
の
経
済
的
な
低
迷
は
、

一
時
的
で
は
な
く
長
期
的
な
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

構
造
的
諸
要
因
に
根
拠
を
も
つ
か
ぎ
り
、


